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「黙 爭の賣 任は ル— ズ ヴェル ト にあ リ！」 
ヒ トラ— 總 統の對 米宣戟 布告 大 演説 


一れ 四 一年 十二月 十-日 巧を 國巧 
にかて 、 


I モ 年の 屋史を 化らん 

ドイツ 國 を 講肖 諸拜！ . 

世 お 歷お的 巧 件 G . が あした 一年は 近く 終 ホを 吿げ 、極めて 寅 巧。 巧ぶ を 化るべき I 
年は 目祕に 迫つ てなる。 こい 重 火 じる 巧じ當 りを は 巧に ドイツ 風 民の 化 巧が たる 諸を 
じ‘ がび 掛けん とする ものである 。がし 巧に これにょ b を ドイツ 図 巧は 過 ホ G 率を たび 


現ゎ、 ぶホ下さねば^^らめかをじつき知るべきである。 一九凹〇年、 みの巧平捉おク 
藍の 蓄相 並に f 支持」 ホは 制學る 一が じょ 真び S さるる や、 がが 吾人 
を 巧の. 冀を琶 表 靈に基 •つ < をる 漂 じ 反」 て も 終 f で賊 ひが かねは じ 

ら机も Q である ことが 巧 かに。 ろに 至つ た。 ，こ， 

をた 新，. 和 .新 お i 驚 一が、 和を 繁卽 ぉも寥 i しっ， い^バ 
4 いを 篆い 高い いいい 影。 繁 抓を •ぃい^ 齡 いい ミホの 装を^、 
をい農宗ぃ4 'を':^ぃを豐要かを ー ト斬い-ぃ一 ぃ.ぃ ^ 6 をらず 'll ^ ^ 

か卽 を、 影 .龄 いを 的に 歡る こか 一趴た 的擧の 指が々 余に をせ C * 
かい妒 いを 繁繁 器いた か^ ぃ い。 ドィッ 置を びを s ± が 髮勒ミ 

師 つて ゐる のは、 之 寡じ昌 をを の 時代の 爲 のみでは じい。 問 時に ホろ べき、 巧、 

さきの 時代 G 人* S で ホぇ 神は？ に曹 無を た 叟修累 を f を嗤 せた 

り 。これが をが こを 赏じ 今や 我々 じ 課せられた 巧が でみ る 


新 ョーロ ツパ戰 線の 構築 

ノ作ゥ H I 戟 終了な 後 旣に巧 部 にがては が戰の 可能 巧が 尘 じたので ドイッ 劇の お 導 
部は 先づ 第一に 巧 治が、 戰略的 巧び 經が 的に 雷 嬰。 お 領地 區を 化り なへ 个带 がよ 備化 
する Q 止。 じきに 至つ た。 そむが 爲 なけみ 領 された 説闕の 抵抗力の ホ 向は 爾 ホー 轉し 
たので ある。 火が おじ お 地ぶ び 要 お地帶 は々 やキ片 ヶネスから スペインの 网 が 迄に 及 
んでゐ こ。 無 お Q 飛行場は 巧な された。 が もこれ は 逮< 化 部に 於て は 或 こものは 化な 
岩の 巧 おがが にょり 造られた ので ある。 お聲 にけ 海上から もを 中から も 巧 睽上觀 なで 
を じ おおを がする 潜水が ぶ 地が 雄な された。 又 千 おは 餘の 碰裘は 防備の 街に おつて ゐ 
て、 をの 陣地は 調を され 計甚 されて 倘潑 された もいで ある。 かほ 道が ぷご銳 巧 網が お 
設 され、 現み はス .ヘイン 阴巧 とべ ツ *7 モ閒 の 連絡が 海上とは 無關 がに 碱 化されて むこ。 
お 座を ず Q 了 おに 义 ひな 設火 降は トッド 部 除と 拉携し て 巧に ジ ー グソリ ー ド 紛に皂 も 
巧を；^き施設を構築したのでゐる。 がもおが^してをの攒火强化に端‘円ださお様であ 


こ G r- I p ツ パの お 面を 如何 じる 敵の. 攻搂 に對 しても 不可を たらしい る こ t 、 こ H 
余の 斷 乎た るか 怠で ある。 昨を 中 も繼賴 された 巧 機 的 性質を がする このず 棠は をむ 迄 
はを 節い 關 巧に 制限され てゐ たな 歡の戰 爭が遂 巧され るに なんでな 成された ので あ 
る。 ドイツ Q が 上 化 じ 海中 戰關 力は イザ リスの 艦船 並 じを の 化が じ 服ず る胳 船に 對し 
て不斷 。魄滅 戰を銳 けた。 ド •イツを がは 侦祭 ホに 攻 おにょ b 敞尴破 域を お 助し、 英本 
±に對寸る無歡0報巧爆がにょり所詢 「魅惑の戰巧」 ^は如が^^るものでるこかを、 
ょ b 吼 かに イ** ブス 人 じ 示した Q であるが、 何を 計らん この 「魅を が戰 巧」 C 元祖ん 

る やが 一 じ現イ V リスを 和を の 人 じ 梢を 屈せね ぱ 。ら^。 . 

% 

化阿戰 線の 戰果 

々ホの 齡巧 にがいで 昨年の 半ば ドイツは、 巧に をの 削が イタ リ ー の 傑 助を なけた 0 
あ钓 巧に なつて イ 'キリスが 力 G 一火部々が脚がイタリーい乂がに强く巧さつてゐたの 


•である。 英眾は 巧に 重耿 車の 極れ て 俊 勢。 を 蔭で 化 阿に 於て は 一時を 機を が 巧ず るに 
ぶ 巧した が、. 昨が 己 巧 二十四日 じは 巧く も". メ^ 將带 おが 下の み敕 部隊ょ 6 成る 濁が 
縣合眾 が 反 鞍を 關始 したので ある。 巧 巧 二日には？^ ゲダ ビアが 陪 絡し、 四 円には 麻な 
雨は ベンダ ジに到 速、 八日 じは デ卢 ナじス 城し、 十一 日には 卜 え八ク をな 圃し 、十二 
日には バ作 ディアを 占额 した。 ドィッの アフブ カ 遠征 部隊は、 贼 瑞の續 候が をく 相茲 
し、 ドィッ人 じは す 巧れ でみ つのに も拘ら やを々 なて 啸 みたる 戰 ホを 收 めた のでる 
る。 嘗て スぺ ィツ じがけ る 如く 今や 巧が 巧 闊は化 アフブ カの 野に 於いて 同一の がに 對 
し 手 じ 手を 捣 へて 戰 つて ゐ る。 

斯 くの 如きを 敢 。巧 動に ょり 化阿戰 線が 獨が兵 ± の 化を 橋 おじして 巧び 施が されで 
ゐる 閒じ歐 洲は旣 じを るべき 不吉 G 联に巧 一 我た のでを ろ。 をは 一九 一一 一九 年 i お 急 己 
わを 得ざる 必 喪に 迫られ 奶ソ閒 の 焦 おの 不 巧を 巧が しでを 邮 の. 小 か 趴齡於 心^い 
t ん 、ム した。 元 巧 ドィッ 図 民、 特に ナナス 欺の 堅持す こボ作 シユゲ ィズムに 斜寸ろ 立 
場が をが は對 。ためこむ はを じれつて 精 卿め じは 苦痛で あつた。 がし 乍ら 贊際 A は 君 


難では 無 かつた ので ある。 何な かと いん 占イ，* ブスが ドイッよ b を 成さむ てゐ こと 稱 
し 投助條 のを 口を にして お略した 化ける 閔 々に對 しては ドイッは 事 皆 常に 經涕 的利審 
のみを 目 巧 t して ゐ たからで ある。 

ドイッ 閑 會講矜 請ち！ 余は 叉を G 规か レして 諸君 じ闽 おして 戴 さおい のけ イ ，ホリ 
スが 一九 一二 か 年が： ぶな び旌 巧に 又もや 多 數の閲 々じ對 して ドイッが 之に を 入し をの 肖 
もを 剝 おする 意向を ちして ゐ るかの 如く ま 娘して、 之 等說齒 にお 助を 中し W た 海で あ 
こ。 隨 つて ド イタ 閣 及び ドイッ 政府は これは 逛 もがを じ卽サ ざる 巧 じる 想像に 迎 式。 
いもので &ろ t 確信を なて 斷言し 巧た ので ある。 . 

バル チック 諸 國の迷 蒙 

か么巧 外交に 乘ぜ られて 一の 戰 巧が ドイッ 閑 民に 强制 せらる るが な 場合には ドイッ 
はを の戰を 極めてな 巧だ懷 性を 拂 つての みを 巧 可能な 所 調 二が 作戦よ b が 行ず るより 
化ょ U 。 いといん が靜 じ带斯 上の 飯 誠を 得た ので ある。 吏に バ八 チック 諸が、^! マ-一 


ァ其化 お イ ブス G お 助 化 約 採 かに 傾 s 一义 これ じょつて 彼等 諸蝴 もホ斯 くい 如，, r . を 成 
をい？ 中る 巧を お示した ので 白闽の 利蕾關 係の 蹲 巧を かぶす る こ t は ドイツ 化が にと-り 
巧に 權利 G み じらず 问時じ 爺が であつ わので あろ。 

之巧の諸阀は其0後問も。く巧部の脅成に對する扔も强^^。化辭^。4得た唯 一 い 
巧ぶ は獨り ドイツ 閣 いみで あつた t いふ こ t を 詔め ざるを が。 かつた。 么 巧い 約が 斯 
•く 巧に。 つて 始めて 設識 したのは ドイツ t しても 进傾 とする- J 0 ころで みこ。 なに 約 彼 
巧の 姊 じした のはを の 円 己の な 饋を述 じ ドイツ t の 連 於を 遮斷 し、 を 0 化。 に 化 図い 
援 W を侣賴 した 結 巧に 化 じら；^ いので あつて こ G 化剧 たこ や 蚁化お 巧 义お逝 b の 円 己 
ホ おじ 巧し 未だ 嘗て お 助を 與へ ホ诲ろ おじ あおを 嬰 ポ した 脚で る こ。 

巧し 乍ら ドイツは 么 等の 閑々 0 避 命じ 就いて 問悄 のをを 巧じ從 なかつ た。 ン インク 
ンド人 G タホ戰 け 吾人に ザ；： おと 媳歎 -0 の お W せこ 一 稀い- 晚愤を 抱かし めた。 蔽 歎した 
のは巧入•u:^^が尙がQ阀巧-oして巧雄的巧なや犧种ムに對し巧じおい悄おシお_, る.^ 
爲 であり、 义 、む 巧し くが じたのは 吾人が 巧 部 S をが 的が とお 部に むけろ 化 機と をを し 


く 口前に 化 乍ら 當 時は これらの 國を 武力を なて 援助し 得い 立場 じあつ ブ爲 'しあ*'' Hn 

して ソ聯が ドイツ G 奮 的 彩 證を璧 して これ じ ミ S 更に ある 讀む妻 上 

读 がず ろの 權 利を 當 せん t する こ t が 明かし‘ なつた 化い 獨ソ關 巧は、 S に 宵の 
日 的を 追求す ろ 爲に績 けられた じ 過 ざな かつた 2 じあつ てこれ は 凡を 理げ 4 での 
をく 許さ く る t ころで みつた。 

ドイツは 其のが 歡简 巧を 經て 一九の 0 年には 巧く も クン ムブン の 一が こを ョ ー リツ 

パ 至が し、 なて 圣 f 装ぶ-^ 蠢 のに S する？ を。 占む 擎るじ •まつた。 
をは ドイツが ツ聯 Q 囊に 隣转 甘る 外に 備か數 霜 脚 S 力を 配備す るに 是た 常時 
既に ソ聯 Q 某 力が 蠢に 於て 前進 甘る 靈 につ さ S を刚 かにした 0 であえ 旣じ 
巧げ が 部に 於て は 前 ホ 無比 S 蓋模 。ソ聯 器 前進が 赛 、を" ゐ たこ 忘な 人 ■""逃 
も 逊し错 ミつ ちが も $‘5 れ てぶ いも ミ も 導ん とず S 口 的ぶ らばせ めて 

もまし— るが、 を t 真を 努蓋 署」 心^ じを た表蔓 がせん と 

のみし でので あろ。 . 


而 して 巧 部に 於け る戰 脚が 福 おの じ 終結して モス カゥの ななを 逆が 化に して ゐたド 
ィッの な 速な 岡 力 诞魄の 可能性が ぶぇ たせた にも 拘ら中 彼等のを 嚮 はな も錢ら G つた 
ので あつて 跨ろ 化 巧は 攻巧 0 時期を 蜗 に遂延 したに 過 ざな かつた。 彼等は 恐、-" くは 一 
九の 一年の 巧 こを 巧榜開 姑の なじ も捉 もが 槐 である tm 心つ たに 淫 ひじい。 を 歐 は所规 
蒙 ホ 人の 新ら しい 難 巧に 仏つ てた くが 挪 されん としたの であつ わ。 

ヨ ーロツ パの 境界とは？ 

がし これと 時を 村 じぅして チヤ ー ナ^ 氏は 對巧 縣を關 化する t 約拜 した。 彼は々 は’ 
一九 四 0 年 巧 下 おお おを の雕 上、 ッ聯 G 參 載を なて 今 ホ〇聰 巧を おがに 微綺 しおおせ 
し。 る 鼓 も 要 要 G 因子で ある t 強調し 义ソ聯 の 參戰は 晩く とも 一九 凹 一年には 货巧 
し、 ホいで 英闽 はり 幽 も亦攻 おじ 巧 b 巧る であらぅ to ら示岐 した 事 赏を卑 化に もを 
をし でゐ る。 な 伴を、 巧々 は隘 つて 碗阁 たる 藉が G 爲 ，、力 ぷび物 巧を 無 骗滿じ 所がず 
るかの 如くな ぇた。 一 お 閑の 進が の 跡を を ふたの •でもる。 がくして ョ ー ロッ パは な々 


暗-盛 じ 巧 ざ さるる に 至つ た。 - 

誰け 諸 赴！. がら ばョ I 。 ッパ t は 何んで あるか t いふに、 ョ — 0 ッパ 大陸に つい 
\い^$:|:郭地理：|ぉお-4無い。 な民巧的巧び文化的ぶおがある に過ぎない。 ゥラルは ョ 
い ^ か齡66知^^心；^く、巧かの化巧が式を柬みの をれ-^隔絶するをの練である。 

嘗ては かぅ いふが 化が あつた。 をれ は 『-— 。 ッ パが ゲリ シャ の爲噢 のが。 もので あ 
つて、 ここへ 化ぶ の 巧 旗が を 入して 巧て 爾ホ お々 じ •々ら す 斷に 人類の 世界を 明が にし 
たおを ここで かめて 點 した G であつ た。 こ G . 争 リシ ャ人 かじ ペルシャ 0 征服 巧の 侵入 
を 巧いだ 時にはを のが 隘 なが 幽を巧 遮せ ずがつ て 現み ョ ー n ッバ t いふ この 槪 をを 防 
いだので ある。 • 

而 して 次いで ョ ー 。 ッ パの 中ム はお 化. ザ リシ ャ から。 1 マに おつた。 なにが いて 口 
; マの 思想 及が な 治が'* リン •ャ 精神 並に リシ ャ文仏 t を髓 したので あつて これにょ 
り 一 火國が 建設され たが 現今 も尙 をの 态提が 削 迸 的 力を 發 がして ゐ 。いので ある。 が 
ん や優势 では だい ことは か 論で あこ。 がし。— マが の. 力 八 タゴ傳 略 じ 對抗し ミ 巧も參 
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巧して ィ タリ ー を 巧 頸し 且つを じ 勝利を 博した 時 彼等の 黙つ たのは 巧び p 1 マの ため 
でぶ； かった ので あつて、 寧し ろ ザ ブシャ 、ロー マの 化 巧を な 含せ るョ I ロッ パの た 
めで あつた。 

ョ ーロッ •ハの 發達 ' 

新いい.^抓^^心 6 い^ 46 わ 4 へホぎじをいたか如遠く、 いァ ょり輿巧した 
於龄和 4 6 か。 非 文化的 漂泊 巧の 怖ろ しい 大 おが 奥 ァジァから 現今の ョ ー。 ッパ火 陸 
の 中む 地まで 火を がち 毅戮を 巧 ひつつ 恰も. 神の 慾 剖の 如く 魏 ホした。 みいで ヵタ ラユ 
ァの賦 野で nl マ 人と ゲン/マン 人が 始めて 協 村し 熏大 な雞命 戰を遂 巧し ダ リシ ャ人じ 
原を 發し C 1 マ 人を 経て 今や ゲ^マン 人 じ も 嵌 嚮を與 へた 一の 文化を 擁 誰した 0 

ョ ー 0 ッパ はを 成した ホ 代 V ブシャ をび n J マから 西が が 生 •れ た。 而 して 巧 洋をお 
8 - る こ とはお世が じ直つてひとり。 I マ 人の 使命 Q みならず 特じ ケ^マン 人口' 使愤 
で b つたの ご ホろ。 がし 乍ら 巧洋が リシ ャ文 仏の 照明を がび n 1 マホ 巧の 力 强い傅 
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統を 感受し 且つ ゲグ マン 人の 開 おにょ つて 巧大 する に隨 つて をれ だけ 1 G . 觀 をが 地 巧 
的 じ 煤が つたので あつて こ Q 觀 念を 巧々 は。 I ョ ッバ t 呼んで ゐる 。である。 ドィッ 
の 皇帝が ゥン シユト 火ッス 河畔 やを は ンッヒ 河げ で戰 つたのは 来方 民族の 较 入を 化ム 
する 目的で あつたか どうか、 或は アフリヵが 長年 戰 つて スペィンから 巧 立した かどう 
か、 かう 云 ふことは 巧 葉な 問題に 過ぎない 〇要 は、 これら も 巧 おに あお せん t する ョ 
1 ロッ パが 根本的に 異 つた 世界に 對 してを 行した 1 G 岡 巧で あつたので わる。 嘗て 口 
1 マは ョ In ッパ 大陸の 建設 巧 諮の ため 不朽の 巧 城を 樹て たか 次いで ゲレ/マン 人 も 今 
や 諸 巧 族ょり 巧る 一の 所謂を 巧を 防衛し み 誰す るの 巧を 引を けたので あつて、 このを 
族內じ於ては巧直にをのな治於態及び目おじついてかほがなし机ほ^-るも の があ る 
が、 然しを 隨 から 化れば 血統 上 及び 文化 上 部分的 じは 同じで あ •义 部分が にけ 統一を 
保つ てゐ ろ。 而し てこの ョ I ロッ パからは 地 巧の 他の 部分へ 移 化する も G が 山で たが 
りで；，* く 同時 じョ I " ブ •'一からは 巧 神 及び 文化的 巧が が 化 Q 乂隆へ 移植され たので あ 
つて、 この 果赏は あ 巧を 否を せず して 追求す ろを 志 あるを のみの 煎 誠す る t ころで あ 


a 


るり 

隨つてョーロ ッパはィ令リス じょ6閲化されたものでは^^く聲しろ ョ ー ロ ッ パ 大楼 
じがけ る ゲ^マン ほ 族の 片 われが アン グ〇 サクソン なび ノ八 マン 人と して-」 の扮 •即 
ち ィ** リスへ 滩 り、 これを 進ずせ しめた もので、 この 進 ホは 化し おくは 約 か' こかつた 
趴 かる 〇而 して これと 向炼じ アメプ カが ョ ー 。 ッ パを 搪 おした のでは をく ョ I 口 

.'い い 为を踞おしたの であミ アメリカが31。 ッパ からは輸人し。"^ つたも 
のぶ 1 C ユダャ 仏した 一の 混合 巧 族に t つて 嘴 美すべき もの t ぶ はれる かも 知れぬ •か 
ョ ー 。 ッ パは 斯 くの 如き も Q は鑛術 巧び 义 化生 巧を 斌晚 せし わるもの お宮 すれば ユダ 
ャ人 或は 黒 かの 血統の 逍を としか 巧は。 いので ある 0 

をョ —ロツ パの 運命の 爲 に！ 

ドィッが な寶馨 ！ 余が 斯 くの 如く 論ぶ 甘ざる を 名い 规斯 は本累 かめょり 
が々じ必が的に；^り、 且つ第一 じドィッ齒が其^お導じ當る爺砖あろ今次の贼爭こを 
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同 採 じ ドイツ 闲 及び 閑 民の 利害を 超越す る も Q であるから である。 換言すれば 嘗て V 
リシ ャ 人が ぺ 八シヤ 人に 對 巧し ブシヤ 円 励を 防がず して 敬し ろろ I 。ツ^を 防 無し 
ロー. マ 人が 力 八タゴ 人に おし ロー マ じあら 中して ョー 。ツ^を、 又。 I マ 人な^ ケ少 
マ ン人がなかに對し巧ホにみら乎してョ>" ツバを、 ドイツのながが簇ホ人に對して 
ドイツに みらず して 习— ロ ツバを、 スペイン 0 英雄が アフブ カ じ對し スペイン にあら 
ずして ヨー 。ツ パを •巧 誰した 如く、 ドイツ も ホ 日 下 円 閥の 爲 じあら 中して をョ ー。 
ツ パの 運命の 爲に戰 つて ゐ るので ある。 、 

こ S 飯識 がまなる ョ ー P ツパ闕 巧の が 本 意識 じ 現今 巧く 巧を 下ろして むる 事は おぶ 
べきが 候で あつて、 こ 3 現れが 個人 S ホ 裸々 な 煮 見の 踞 お。 る- 〇费勇 おの 锁が參 加た 
る^ 閒は 。いので ある。 

ドイツ 化に イタ リ IQ 萌隊が 本年 四月 六日 ユーゴ ー スラ ゲイ ァ なび* キリシ ャ 0 巧 お 
を おわした 時が 旣じ 、目下 巧々 がを 巧 中の 大職爭 の 巧 孫で あつた。 何が か t いふに イ 
•いい^^かお諸をおは、 この賊が勃がじ關おしてはゐたお、 然し巧は" シァがをむホお 
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い 新い^ かか^‘ い^みる。 をは モト。 フ氏 のべ 作 リン 訪問の 瞬 ド 氏に をし 枢絕 し/こ 

いい ジ いい' ン黨 f 。！^ ジ鼓心 ik い、 をが 蒙^ょ b 所 郎^ 逆い してが で 
皆いい & い霄だ W ?」 かい。 辭い」 がか 緊が 泰武醉 'せか 戸い、 ュ ゲいキ のが 
影い い 霧が 齡い 我い い ^お い。 こ S 」 ぃを 的搔？ ッ聯 表が 條約 
を綺 がする に 及んで なを 七 篡的蔭 S 迫が 晋か じじつち 今次 W 器に 於 

ける ドイツが 巧 軍 G 業が は 一九 四 一年 お 巧の 日い ドイツ 劇 待で おしく 評 償 さわた。 が 
しぶを をは 巧* が忿 速に を S 表冀 にお 進」 てゐた 0 を殷識 甘る 巧に ついては 巧 
念 乍ら 貢 明を 避け -a ば じら だかつた。 こ S はバ； ン S - 時は を S 筆が 未だ 完ぷ 

せ乎义 おにを Q 瓷 G 霊には 議 パが お 患て 望 寒蠻が 弛んで &わ爲 に 飛行 

某 地が 利用が 巧 じかつた とい ふ 原因で 常時は ホ だな がを 開始し じかつた ものである 〇 、 

« 

余を 見損み もの 

ドイツ 图を巧 ぉ 諸君 I 
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ける 危機 勃が Qs 性を 證 したた 技 新銳 。冀 、送 化 及 ぴ歩蟲 隊を黯 すろ ぶ 

巧ち じか々 を 下した ホ筑 であるみ これが 前 描を なした のは ドイツが 人的に 义げ巧 的に 
尙じ 充分 能力を 保 だて ゐる 事で あつた。 講打 磬！ 意を が馨 並びにを ドイツ 
岡 ほじ 向つ て敢 へて 保趟 しがる ところで ある。 

過よ じがて は 雲 ま義固 じがても 巧 人 S をみ に现 解し かる 如 ふ 備に‘ 就て ょ 通々 
論講 二れ ミた が、 を 《問 じ我阀 語か襄 ドイツは 巧々 と寫蠢 へたむ でゐミ 
化の 動は S も 現を も 何ん ら桓ら G い。？ は 一褒蒙 すだちい つもょ ゎを 
い 又ょり が 巧；^ ぶ 器を 铅こ 事が 出 ホる。 . • 

如を ろ 巧な. も 敵を して 若 隙へ 姑め Q 1 眼を 與 へしめ ざる 巧が 髮 である 如何 
じ雕 記しても この場合 ソ聯 じ. 對 しか ムを じすのは みに t つて 極めて 闲 難で あつた。 が 
キ幸 おが 新麗 おは 余が •ホ < シ ュ ゲ イキの 力を 樂 いが ツ かがいい 蘇 心い い^ 聯^ 
おし 攻 がを 閒始し 巧。 わった でぁらぅ い 群^ 腎。 かいい、 いいい 霞 W 緊い 
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ぶつ 余、 個人を 化抵 ふの も甚 しい もの t 云は じければ じら 松。 をは 贼 巧を 円から 求め 
た讓は G い。 巧みは ほ對に 回避 せんと 凡ゆる 巧 力を 拂 つたいで ゐ る。 おしを が戰 がの 
不可避を 設め 乍ら も 唯一の 可能な 結論を 引き出す こ t をな*^ した t すれば、 巧 ご， くは 
雅巧を ぶれ A 、 むを なて て 巧 動した こ t に r * つたで あらぅ。 をは ソ聯 こを 巧に ドィツ 园， 
のみ じら ホ 全 3 — " ツパじ t り 巧 命 的お險 因子で あると ちへ たので、 山來 巧れば 衝巧 
巧 茲の数 円 前に 〇ら がに 巧樂の 白標を 提供 せん t 化 ふした G である。 ソ聯 が攻嗦 がん 
t して ゐた鴻 巧に ついては 夕敕の 縮が。 捕 據がゐ る。 M けじ义 、なぐ ソ聯 がかが せ 

いいいか難いツー戸&嘗繁^^若&^がい。 ：」いが齡磬皆が器いか 

つたのを 今や 她 めて 知る に 至つ てな は种が 我等 0 じさねば じらな かつた 巧を' ぶ 巧す る 
カシお 期を をへ やなに 视 へられた に對 しを はか 天 Q 神に 感謝せ ざるを が。 い。 をい 對 
ソな 斷に對 しては ひと b がで Q ドィツ 將 おがを の 生かを 城 謝ず ベ みでは じくが に 
をョ ー 。 ツバの が 立は こ Q か- 軌 にょつ て 雄 持され に Q であ こ。 

おし ソ 蹄い 二. 菌な 上の 戰 が、 救 巧 ヶ邮帖 G がが、 數 おに なすこ 火砲が 數 をの 飛行機 


に 誘導され 突如 t してな 涛の 如く ドイツを 席捲して 巧が をを した t する。 らば、 巧ら 
くヨ — 0 ツバ 人は 滅 じして 了つ たで あらう。 運命は 夕數の 越 ほを をの 盛を 擒牲！ 供し 
てこれ じ 化ん じしめ た。 切ち ボ作 シユゲ イキの 巧 裝を阻 化せし めた P である。 若し フ 
イン ランドが-辟 びげ 戈を 執ろ かふを 睛らに 下さ。 かつた r ご J ぱ化 歐諸國 のがす る 地 ホ 
な 堅を せは 冗 解した であらう 。若しも ドイツが をの 將 おと 武器を かて、 こ‘ い敝 に對沉 
し 立ち上ら；，* かつたならば 歐洲の 均衡 維持 t いふ 笑 ふべき 英闕 思想を をく 破む じい 巧 
をげ た傅統 にょ b 赏 現せし めん t した 一つの 思潮が を 歐洲を 惟 捲した であらう。 

スロゥアキア人、 ^ンダリア 人ぶび 作 I マ ニ ア 人がこ Q ヨ ー 。 ツ パ の 化がをか こを 
證し じかつたならば ゾ^ シ H ゲイ キの巧 泊 巧は ア チラの 匈 か 群の 如く ドナ ウ备 W こ请 
C - 巧 ふたで あらう。 而 して イオニア海 巧 岸の 廣 巧で 今日の 時勢に 辖鞋人 やお ホ 人が、 
モント〇—化巧の改訂を強制するじ至つたから知わぬ。 イタリ》、 スペイン、 ク。ア 
チアが 帥 蹲を 波 通し じかつたならば、 巧ヨ In ツパ觀 の實宫 t して 化ての 他の 留 巧、 
も 同時に か 力を 提げ おへた】 のヨー .ロ ツパ巧 誰戳綜 などは 結成され じかつた ので あら 
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ぅ。 かかる 稱識を 洞察して 化 部 おびに 西部 ョ ー。 ッバから ノ^ ゥゴ I 人’、 ザ ソマー ク 
人、 オランダ 人、 フラン ダ I ス 人、 ベ^ザ 1-< < 更じ义 フランス 人の 藉勇 兵が 馳甘參 じ 
たので わる。 これにが つて 顆軸諸 國の圃 聲は眞 に 文字通りの 『— 。 み パ 十ず 甫 たる 性、 
格を あする に まつた。 - 

ヨーロ ツバ 十字軍 

- 

この ョ In ッパ 十字軍 征戰 のか 割及ぴ 指導を 語る じは みぶ 時期 尙早 である。 然し 乍 
ら戰阅 地 巧が 餘り庵 火で るり、 义蒂 件が 餘ゥじ 掏 雜虞大 である 爲 、個々 の 印を がが ち 
巧され、 又 記 おに 留めが 難い 前 ホ ホせ おの 今次の 戰爭 について 的 化の 蒂 をを 二、 一二， 指 
摘す る聲ょ J 余は 較に 今でもを ちへ じいと ちへ ろ。 

對ソか 根が 開始され たのは 赏に 六月 二十 二日の 黎明. であつ た。 我がは ソ聯 の 對獨進 
を.. ぇ热異 的に 支持 せんとして 設けられた ソ聯の 因巧陳 地を 抵抗 不可能。 な烈 さを 化て 
時く 問に 占據 したので ある。 六月 二十 一二 日には 早く もグ 。ドノを 占 做し、 二十 凹 日に 


ぶ 




はプン スト •リト ゲイ スクの 的が が啟の 城な をが むして ゲイ 作ナ ぶび n ゥノを 巧變し 
た。 かくして 六ち 二十 六 H には デュ！ ナブ レ/ダが おぶ Q 手に入つ た。 越 ぇてと 月 十 H 
じは プリ マンス ク t ミンスク 0 なかの 二た を 凹 觸洩贼 がな： J した 0 でぁつ てな 時 巧が 
は 一二 十二 萬 四千 人 ^ 補 巧を 絳稱 しご 一千 二 音 一二 十二 裘の戰 巧 7」 干 八 巧 化 門い‘ ¥ ど 桐な し 
た。 とち 十 j 一ー ロには 巧に 巧 ど 凡てのを が 二，" 地 邸に がて スタ I リン 総が 災 破され 义 ドニ 
ュグ ごが。 渡河 も瞄巧 さむた。 八 巧 六日には スモ V レス ク向觀 閒がお 水し 梢瞒 S 十六 
巧を 爲し 我がに 一一 一千一 一巧 おを の戰 車と 補 一一 一千 巧 二十 門， V 輕^义 は 柿が した。 を G 後ー ニ. 
日を 粒て おく も 其 他の ソ聯职 の 狸 かじかした G で ぉこ。 即も八 巧ぶ H •ゥ •マンの 戰關に 
がて おび 十韶 一一 一千 名を 梢 煤 とん、 戰 がご 一巧 十と 获 •咖 一千 巧 門ぶ 破が 义 U が 礎した 3 
でぁる。 八月 十と 日には ニコラ ュ フが昭 がし、 二十. 1 H じは チュ作 ソンが お領 さむた。 
又 同日 ゴゾ^み 而 C 戦閒が 完了した が共陪 我がは 拙が 八 巧の 十を 巧， 戰が巧 凹 十四な、 
施 八 巧の 十八 門を 破が 又は 南 獲した。 八月 二十 一日に イ^メン湖 t ペイ ゾス糊 問の ソ 
硫巧説 傳灿は 我 軍 S 巧 破す る 巧と な b 、 二十 六日 じは ドニ H 1 ^ ペトロ •ゥ スタの 橋が 
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巧が 巧帶の 手に 歸 した。 - - 

问巧 二十 八日 じは 旣じ ドイッ 現は 歡戰 のが レバ ー ^ 及び バ^ チック 灌に進 山し 义ブ 
イン ランド 带は一 二十日 ゲイ プリ I をち 據し たので ある。 九月 八 U シュリユ ッセ ルブ作 
グ がお備 される にを つて レ- ングラ I ドは 巧み t の 述絳を おを じ 遮 巧され た。 十六 W 
にけ ド こ プ < 河の 橋 朗 優を お據 して 旣に 十八 円には •ホルト ソが 器の ホに？ た。 

十九 H には 我 逝は お縣 の 如く キュフ のが 巧 じ 迫り 问 化を お做し 二十 一日には ュノ •セレ/ 

巧た 巧 河した ので ある。 斯 くの 如き 火 成 巧に ょつて おめ て 火 作贼の 巧が 辄 したので あ が 
る。 一一 十と H じは キ H フ方 おの 賊脚 がが 了 じたが この 賊閒に 於て は 補巧數 六十 お 巧 お 
千に をした。 彼等は 婉魄お 蛇を じして 巧 部へ t 譜 をされ たので ゐ る。 巧げ じこの 邮關に 
巧て け戰が 八な 八十 四な、 施 一一 一千と 十八 門が な闽 された 敵脾 地で がが ホに 歸 した。 十月 

ニ ロには 旣に盎 S を 盗に 於て 巧 露が 麗さ n 十一 日には グゾ 7 お 紫の 税 
阮じ寶 たる 繫 U 卿 レれ て おつた？ をる。 を S - 隣 巧 ひ 震 十 萬 幸ろ 戰 が.- 吉 

十二 茲 、泡 六ち と 十二 巧を おおした。 十 巧 十六 日 じは 巧縱聯 ながは 激職の がォザ ッサ 
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じ 入が、 M 十八 日には 十月 二 H じ 開始 さわた が 部戰線 中央に 於け る 突破 戰お 化が 恥 化 
上 稀が。 大お利 0 拙に 完了した。 同 戰閒に 於では 六十 六 萬 I 一一で お シ柿燒 とし、 戰が干 
二な 四十 二讓 ぶび 施 お 巧 お 十二 門 卜破墳 又はが 絶した ので A る。 义 十月 二十 一：,！ にけ 
ダ ゴがお 怖され 同 巧 二十四日には^ リコ フのエ 菜中ム 地を おがした。 巧^ 二十 八日に 
は クリミ ヤ半 むへ 0 述 おを 激戦 化碰 保し 旣に 十一 巧 二日には せ 都 シン ソユ "お— 作に 
殺到し、 十六 曰には ヶ^チに をる まで クブ ミヤ 半む を お 捲した ので ぁこ。 十二月 j R 
には ソ聯 がの 捕が 數は 一一 一巧 八十 萬 六で 八な 六十 五ぶ にを した 0 またが 破が ごは お猶せ 
る戰 車の おおは 二 巧 一千一 二百 十一な、 施 一二 お 二で 五な 凹 十一 門、 飛行が 一千と 巧 一一 一十 
二 おし 上っ わ スト 期 £3^ 內に义 機 二 平 巧 九十 一 おを もお墜 した G. でぁる。 尙ほ袍 がに 
ょっては 四 巧 十よ お 六 巧 十】 嘶の 艇 船が、 を 耶 にょっ ては 二 巧 一二 十四 萬 六で 六 百 八十 
晒が が 巧 さむた。 其 S 提化喊 歡は六 巧 お 十 巧 六 千と 巧 九十】 顿に をした。 

世界 じ 誇る ホ お 部隊 
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蔬 ぉ 請 お！ 喊ほ諸 お！ 

これは をく ありの 至、 のが 赏で あるが、 恐らく 諸君に とつて は 無 化を 燥。 おがで あ 
らぅ。 巧し 乍ら 諸 おじ 我々 ド T ツ闕 巧の おを、 巧に な 識並じ 記 隙から こわを 搔 きがさ 
じい 様 じと 余は 祈る も 0 である。 何故かと 云 ふに この 歡 字の 蔭 じは 萊約 t 傑 桃と 巧 困 
が隱 されて ゐ る。 ドィツ！ 一巧 なびを Q 稱 がの 數巧 萬の おを の 興 子が 抱く かがめ G 魂、 
が 巧 奉公の 精神が 巧つて ゐ‘ るので あろ。 ， 

これは 化て 生命 t 尘巧 をを 部 投げ 盡 しか 阀 では 猪ん ど 想な の 巧 ばむ 巧 力を 挪 つて 化 
がされた ものである。 遠 < 無限の 巧 じ 進 ザし、 酷與 t 視じ 巧槪 し、 巧て し，':? 式」 泥轉 の 
迫に 化 北され て 殆んど 絶 络の測 じ お り、 お、 八 巧の 酣熱 、十一、 十二 巧のを いを 風と 
脚 ごつつ 白梅から 黑诞に まる 不慨れ な 惡氣候 じ 曝され、 虫に 悄 み、 巧 物 やお ホに ルバ 勞 
し、 络や ホに 媒 えて ドィツ人 、フィンランド 人、 ィ タリー 人、 ス曰ゲ アキ -7 人、 八ン 
ダリ — い 八— マニア 人、 ク n ア チア 人、 お 部ぶ び 巧部ョ ー 。 ツパ諾 なょ b の お 巧 お 
は 戦つ た G である。 ここ じを は 特に 柬部戰 操のを 古を 擧 げたい。 然しを を じ 入る に 及 


な 


んで 今や この 載關 行動は 内然 的に 伶 北され、 巧を の 到 巧と w 時 じ 進軍は 再び 满 斤され 

ち - , 

をは 本日は 货 おの 么を 一々 舉 げたり、 ミた はみ 巧み 郁の 巧絲 を稱满 した りしょぅと 
はぶは ない。 彼等け 擧 つてを のな 茜を 誰した ので ゐる 。然し 乍ら、 或る 一巧 だけは こ 
れを何 巧で も備訟 する のが、 理解 ある 事で あ b 义正當 である t ちへ る。 即 も、 ル ゆる 
•いい^ &おか 4 节趴い 邮辦い 邸 閒巧斯 い 服いて ゐ るのは、々 も 化り と錢 いず、 我等が 
.护 界に砖 る 聲お部 除 だとい ふこ t である。 - 

六月 二十 ニ ロから 十二月 一日 i での 問に ドィッ 軍が み 次の 巧 雄の 戰跡 にがいて 失つ 
たのは、 職 化 巧 十五 萬 八 干と 巧と 十一 一一ぶ、 貧 傾を 五十六 萬 一二 千 八十 二义 、及び 巧ぶ 不 
吼お 一二 萬 一千一な 九十 ータ であ り、 をが じあつ ては、 戰化お 一二 千 二百 一二 十一 义 、なお 
お八 千の 巧 五十一 一一ぶ、 巧 方 不明 お 二 巧 八ぶ であり、 又海跟 では、 賦化来 一一 一巧 十义 、な 
.傷 糸 二 巧 S 十二 お、 あび 巧ぶ 不明 ホ 巧 十五ぶ である。 隨 つて ドィッ 閔防带 はを 郁で 戦 
死 お 十六 萬 二 千 一一 一巧 十 凹义、 A 償を 五十と 萬 I 干と 巧 六十 わぶ、 行方不明 お 一二 萬 一一 一千 


一二 百 一二 个 のぶを 喪 巧した。 かぐて、 軟化 おおの 歡は前 大戰の ソンム 賊 G 戰化侮 お歡の 
約 一一 •巧强 で'、 行方不明 をの 方は 當畔 の 歡口 半歡 に. なしない。 然し 凡てが これ 巧が が姻 
民の 父で あ b 息子で ある。 而 して 詣 お、 をは ホに わの 一の 他の 世 巧に 對 して 意 化を 巧. 
おしてみ V 子っ。 をの 化 巧け 救 多の 闽！！ 將お がホ缉 の 中で 戰 つて ゐ るけ じ、 いい 游に 
なつて が邊 で閒軟 たど じ 耽る 癖のある が じ 化 おされ 而もを の 剪と いふの がみ かの 火戰 
の 抑ク眼 本人た る 世 巧で ある。‘ 一九 S 九 年 じ お 巧の お一. ランド 闕 にがけ 夕 諸は 族の 狀 
おが 愈々 堪ぇ難き ものと なつた 時 じ、 をは 公正。 る 巧な にょつ て滿 化すべき 解み にぷ 
せん も G t お 力す る 渡が あつた。 卿く の 阿は が もボ！ ランド 政が 円かが 规 性的。 解か 
じ 同な すべく、 眞而 U なち 厳を 拂 つて ゐ こがに 扣 ぇた。’ をが なで か附嘗 しが こ 事は、 
これら 殺べ ての 捉讓に 除して ドイツ 侧 は、 な 前 じ ドイツ 領 であ-つ たも 外の がげ ぶ 
も 巧 求し なかつ た.^ いふ こ t でゐ る。 一 

巧を ゎ どころ か、 络 ろな 對に 巧々 は、 前 火 職な 前に ドイツに 巧 姑して ゐ たものを も か 
なから 乎な をした 程で ある。 謀 おはな 此 當時 Q 劇的 おお 過 巧 や、 益々 所 火した ドイ 


が 


ツを巧 族の 樣 巧を おを される であらぅ。 講 . H 諸对！ 謀おは，，」むい4心か齡：^い^^^ 

巧 A 知る ことが 出 ホる ので ある。 お 部戰綠 じがて は 之 迄に ドイツ 闽 防がは 總歡 十六 巧 
の戰化 ホを 煤 巧に 供した。 がるに、 お 時を なる に、 極めて 平和^げ 作い かつい い 如； い 

が 气ッ 'に ーホ 、|_7、ン ^ お、一 ^-かい砂い ジ U お い、 i いい 6 一 取 

巧お秘 ぇる 巧閒 をな けたので あつた。 我 ドイツ 网が巧 壊 地に 於け ろ斯 かる 狀態 にお 蘇 
を ホ ホて、 而 して この 狀 態い 巧 閒を股 藍に おポ し、 且つ 棘 じて •り闽 の 安を についても 
ち 厳を 拂 ふべき 權 利を かして ゐ たとい ふことは、 他い 説 風が 他の 詢火 むじ 於いて さへ 
をの 巧を のた め茲 地を む ホす る 如き 现 をの 時代 じあつ ては、 極 化て なが じ 巧で あこ。 
解か 甘ら るべき であつ た問迪 は、 領± のに なれば 些細 じらので あつた。 本 巧 的には-、 
ダン ナツ ヒぶご ホザフ n シヤ〇 切が された る 地ぶ と酌餘 0 ドイツ 闽領 との 述 おとい ふ 
問題であつた。 化 じらぬ この お— ランドに 於いてな け ドイツ人い 加^い いた.^ か 皆 斬 
むむ々 位 迫 茜は、 田 心 ひみろ だ じ 胸を 締めつ けざる をが r * いもの お ある。 尙け おー ラン 
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ドは 化の 少お 民族 等 も ホ これ じ 劣らむ お 蘇じ述 命'- なばねば じら だかつた。 である。 
同年 八ち じ 入つ てから、 を權 委任の •お 式で が へられに ィ禾 リスの お證 のために、 ポー 
ランドの態度が益々强巧と：^つて巧たのじ鑑み、 ドィッ闽政巧け、 これをなおの機を 
t して、 一個 G が 案を 巧 ふこと-じかし、 この 措 案じを いて •ホ J ランド t をが じ 乂こ巧 
意を 有し 且つを の 旨を 當 時の ィ禾 リス 乂 使に 口 城で 通が したので あつた。 余は こむら 

の 提案を 今日 こ/' で 記憶から 呼び 起し、 巧び 諸君の 注意を 喚起したい。 

« f 

ポー ランド 巧 題に 對 ずる お 透の 提案と 
その 厦化 - . 

^ががが龄53^^1^のけ、 ダ ン チ ッ ヒ &^廊問趙ホびに巧巧兩强じ於けるかわ巧巧閒 
斬の 調 輕に關 する もむ であつ た。 當时 ドィッ、 おー ランド 刖の悄 勢は 卿る 緊迫 •てゐ 
て、 巧 じ 一觸即 おい 狀態 にあつ たも ot いふ こ t か 出 巧 こ。 を こで、 如何。 る 平 かの 
解 巧と 雖 も， をれ がす C 次の 鮮 をに 巧 かる 狀 態の 巧 巧と な こが 如き 諸事 態を 殺生せ し 


巧 




を；： を，‘ 
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わない やうに、 主た をれ によつ 了 巧 じが 部ョ 1^ ツパ のみ じら 中、 化の 節 地方まで も 
同様 Q 於を が 態に 昭るこ t のない やうに、 逢が せら U れピト ごら。 いので おつた。 

載 八^^ J ,*、 っが _ 卽即 心、 於 一 じは、 グ ：ザイ 、ユの 巧 說獨が 化む によって が めら 

^ が 襄嚴が k 寥實 'じがい。 擊 い* 心腎 i か説芳 じがけ を數 影に 

新ぐ；。 を； A 龄 'ひ 暮^!^^。。.！ > こで ドイツ 阀 政府は、 こぃら G 捉程 隣して、 
田境劑 なを 淸 持して 双方 じを S が 立 上 必要，。 述絡路 を述設 し、 か 敕^睐 間 粒 も 山 ホが 
れば 解かせん t す こを おぶ び、 若しも これ グす 可能 のげ はみ 敕 部^が。 ジ な‘ 化が 等 
の满 利の 完查 じる 巧證 によつ て瑚ぇ 易い ものにしようと いふな. 觀 から 川な した もいで 
ある。 ドイツ 圆 政府 3 •髓 信せ る t ころでは、 をの 域な 一九 一八 年な 來巧 はれて 來 たお 
巧 的 及び 巧 體的巧 蕾を 明か じし、 且つ をれ を 全 一前め に 楠 化ず る こ t が絕 對に必 •典で あ 
つた。 ドイツ 圃 政府は、 この種の 爺 巧が はを なて、 常が が ぷを拘 巧し がる もの t 雨 化 
した。. 恥い、^ い 巧应に 基いて 心の 如を 把 際の 訊が 泼がお W された ので ある。 

ま-、 自 も 郁 ホ ダン チツヒ は、 巧 巧の 純が たる ドイツ 邮 化が 並びに 问 市が 化 氏の 一- 
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をせ る惠 志に 基いて、 巧ち に ド イブ 闽じ 復歸 すべき こと。 

第二、 バ八 チック 衔 から マリ ユンゲ ユ八ダ ー 、 グラウデンッ、 ク八ム 、プ ロム •へ 八 

グを巧 r が (これらの 都 巧を 含 わ 一 じ 至る までぶ び をれ から 稍々 がの 义シ H 1 ン ラン 
.デ じ 至る所 詢閱 廊地帶 は、 をの ドイッ 义はボ I ランドへの 齡 腐じ關 して 各ち にょ b 巧 
を せらる-: ごこ to 

巧 |二、 かか こ U のの なじ 化 G 地み じ 巧 巧を 巧 ご」-^。 をの 巧か槛 をが する 糸とは、 
一九 一八 年 一巧 一日 現が 阳 地ぶ に焊 化して ゐ たか、 又は 同日 主 A でに M 地方た なれたる 
總 ての ド. イッ 人 巧ヴ间 がに W 曰：！： 地方 じ朽 化して ゐ たか、 文は ぇで に M 地 义に山 
ホ-甘る すべて Q お ー ランド 人、. カシュ I ゾ人 等々 である。 而 して 间地义 ょ b か 絶 さい 
た ドイッ人 巧は 彼等の 巧 かを 巧 ふ 爲じ歸 巡す ここ t 。 

なお。 る 乗 かを 碰 化する ため •化び に 7^ のた めじ 化 嬰。 が 化 G ろ巧備 工作を 化 結ず る 
ためじ、 前述の 地方は ザ—^ 地ぶ じ 於け ろ tw けに、 な もじ 約 化さ こべ さ闲巧 ホ貞を 
V こ從 がせら^る こと。 同を 肖 會はイ タリ I 、 ソゲち 卜瞒 が、 イ •キ ブス、 フランスの 四 
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火强じ X h . 煤 成せら る 可 b も Go w を 封を は问 地ぶ にがけ る 一切の ホ 椎を巧 使す る。 
を。 爲 には 怠兒 G 1 巧し 巧る 化^の 坡 短が 間中 だけ、 间 地ぶ から •ホ ー ランドの が 陵、 
辨ち なびな おが 退 おせしめられる ことを がする。 - 

巧 四 こ 本 地ぶ から 除外. される いは お I ランド 0 お 淮グデ ニヤで ある。 柯 池は、 が ± 
的 じ おて •ホー ランド Q 粮民地 じ 限ぶ せら わて ゐる限 b 、 お 則は お ー ランドの-ま 幡 すじ 

ある 地 巧で ある。 - . 

本 お I ランド 淮滑都 ホの 一访 細目 じなる 巧 ホは ドィツ、. ホ ー ランド 兩圃間 じ 於て 碰 
粒 がらるべく、 また 必お。 場な じは を 0 ための 闕際 仲が 歎 判 巧を 設けて 髓 をすべき も 
の す a 

第五、 皮當 。る 栗 決を を巧寸 るに 必 .巫。 巧 化 じる 準備に 取す る 時 問を 保 巧す るた 
め、 本累巧 成 千 ニヶ 月を 經て 始めて 施行 せらるべき もの t す。 ， 

-ま ホ、 この 期 問 ドィツ 囲に おしては 问 城が 郁 プ U シヤ との 連絡を ぶび ボ— ランドに 
おしては をの 巧の 海洋 t の 連絡を、 夫々 無制限 じ 佔趙す こため、 円 もな ろ述過 交通を 
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巧 能 じらしむべき 道 か 及び 敏 道が 巧設 せらるべき こ to この 場を、 當該交 逝が の 維持 
乃至 輸送の 遂 巧に 必要なる 如き 關 巧の お收に 限り 施 巧 せらる る こと。 

巧 セ、 本 地方の 巧 おは 巧ら お惡 の夕歡 かじより 確を せらるべき もの t する。 

第 八、 巧 かの 行 はれた る 後 —— をの 成 巧 如何 じ關 係な く —— ドィツ •铜地 たる ダン チ 
ツヒ州 や巧ゾ n シヤ t の自 をなる 交 述を礁 保し、 また ポ I ランド じ對 してを のがが と 
の 速が を保證 せんがた めじ、 若しもを の 粟 巧 地方が ポ— ランドの ものと なつた 場み に 

は、 火 備ビユ トフ ー ダン チツヒ 乃至 ディ 作 シヤウの 方面 じ 於て、 ド ィツ闊 おな 動が 道 

♦ 

が 化び じ 巧が じよる 錫 道 線路を 敷設す るた めじ、 一個の 治 外法 槛交 迪地帶 か設览 せら 
るべき こ t。 これらの 道が 及び 鐵 道の 雄 鼓は、 をれ によつ てポ ー ランドのを 姐 路が妨 
蕾せられ ざるが、 即ちを の 交 述路の 上を 超える か 又はを の 上を 潜る かの 方法で 遂行せ 
られる こと。 この 地帶の 臨ち は 一巧に 礎を せられ 且つ ドィツの ま槛下 じある こと。. 

若しも 粟 巧の お 巧が ドィツ 侧 じあ 利 t なつた 場合 じは、 ボ I ランドは、 をの 巧 おす 
る雞 がた る グジ ンヤ への 巧を じして 無制限なる 交述 のた めじ、 ドィツ じ 許さるべき も 
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のと 正 じ 同 巧の、 治 外法 權 的な、 道が 乃至 錄道巧 おのが 利を きおし 得る こと。 

巧 化、 诞廊 地帶が ドイツ じ歸 おせる 場合には、 同週廊 が適當 とする 範闽 じがいて、 
おー ランド t の 間 じ 居 化 巧の 交 檢を巧 ふべき は 自明；：？ る こと。 . 

巧 十、 ボ I ランドの ホ 望せ る ダン チ ツヒ雜 じがけ ろ 特權の 如きは ドイツの グ デュ ヤ 
池に がける と 同が の椎利 t 、 對等じ 取扱 はれて がるべき もので あらぅ。 

巧 十-、 本 地 ホに 於て はを 成を お A るが 如き 如何なる 戚悄を も 化 除 せんがた めに、 
ダン チツヒ とグデ ニヤ t は 柿が たる 巧 業 都市と しての 性格を 保 おすべき こ to お 言す 
れ ば、 一切の 带事的 施設な び 前 帮的防 鱗 エ鴻を 施さざる こと。 

ま 十二、 お 喪の お果 ドイツ かボ I ランドの 何れ かに おがすべき ヘラ かなは いづれ に 
しても が 俯は 徹膊 すべき こ- 0 。 - . 

ま 十 iir ドイツ 政府は ポ ー ランドの 少數巧 巧 化 投じ 對 して 岐 雷； が 講を提 山す る お あ 
b 、 义 おー ランドな が ホ ドイツ じ おして 巧 夕不滿 表明の 必要を 殷 めつつ あるら のの 如 
くで あるが 故に、 兩闽 はなじ 這 般の不 滿を齒 际調杳 を 封 脅に 姐附 する ことじ 问怠 ずる。 
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くで あるが なに、 兩锅 はなじ 這 股の 不滿 を齒巧 調査を 貞會 に廻附 する ことじ 间意 ずる。 

該を おを は 經濟的 おおめが を 並びに テ n 行なに 關 する 一切の がが を 調 杏す る 化 巧を 帶 
びる もの t す。 - 

ド イブ 及び ボ ー ランドは 一九 一八 年な 來お なをみた 一切の 經が的 其の 化の、 兩 巧少. 
か 民族の 蒙りし 巧 蒂を赔 おする t ホ じ 一切の な 收を廢 止し 又は、 化の 稍 及び 其の 化の 
經濟 生活への 干が に對 して 該常 おに 完圣 な賠 がを 巧 ふべき 義 がを 巧 ふ 巧き もの t す々 
巧 十四、 ポ ー ランドに 巧 巧す る ドイツ人 並びに、 ドイツ じ 巧 巧す るボ I ランド 人が 
有すろ 闽巧法 巧 犯の 風情 ピ I 掃し、 且つ 化ら に 闽巧的 威 情 t 巧 をれ ざろ 行動 勒巧 じ强 
制されざる 安を 感を與 へる ため、 ー ドイツ t ポ ー ランドは、 廣化 且つ 義務の の 協を をが 
おして 兩剧少 お ほ 巧の 權 利を 礁 保し、 なて これら 少數巧 族 じを む どれの 巧 族を を 巧 持 
せしめ、 これを 任を お揚 せし わる t 共に、 これが 口 的 速成の ためじ 彼らの 必要 t 誠 わ. 
るが 織を 誤な する に 同意す る 事、 兩闽は 少數ほ 族所頗 ぶを 兵役に なおせざる 爺 巧を 貧 
ふ 薄。 . 

巧 十 お、 上 紀諸提 おじ 某き 協を の 成立を おる 晚 じは ドイツ 及び ボ ー ランドは な もに 


33 


兵力の 巧 貝 解除を 手 お、 を おする じ问 なする 事。 ‘ . 

ま 十六、 上記 取 おめ の 促進 じ 必要 だ 今 巧の 措 おじつ いては、 ドィツ 及び お I ランド 
は、 協力して これが 一致を 計る 事。 . 

^、て.：/ィ、ッ、の皆55^がか11が；^い^かツいが、 當時のポ1ランドな府はこれら&提お. 
Li 卽いて iI 斬^.^こ t さへも拒絕し巧つたのである。 これじついては、 かかる贼々た 
る一幽 をが、 此の やぅな 提案を 一贼 せる じ 化 まら 中、 円 図に 一切の 文化を 賦 がして 巧 
たドィツ人に對して、 化然-〇して巧忍なる巧なをだ甘るのみ^^らや、 總動むの態おを 
採つ たのは 何故で あらぅ か-^ いふ 疑問が 起る ので あるが、 後日せ フ^ シヤゥ 外が 巧の 
を 文 舊を閱 党す る じ 及んで が々 は 驚くべき 事な を 知る じ 至つ た。 即ち こ、 じ お I ラン 
ドの 抗戰 力を 强 化し、 事態を 和解 じ 導く 一切の 可能性を 巧 破す る 日 的を 抱いて、 無 貴 
化 じ もを のを 勢力を 巧ぎ 达む 一人物が あつたの である。 

今次 大 我の 巧 任 者 


が 


若- 7^ うづ 璋り ndT 

を 時の 7 シン トン 蛙荆お I ランド 公使 ボト ツキ 化が が、 同國 政府に がらした 報吿だ 

.る ものは 公文 蒂 でぁるが、' こ' れ 'じ V れ於/ のでが が' び、^ 製^' るが 皆が；；」；；^ 

第二次 世 お大戰 のを 巧な を おぶべき ものである ことが、 蘇く^^ 趴盼 ぶいい^ が 
る 0 - 

ホ じ 起る 疑問は、 如何なる 理 南で この 人物が 今まで 圣歴 あを 通じて アメプ 々は 勿 
論 彼 白み じ對 しても 何ら お窜を 加へ なわつ た 一圃に 對 し、 か くもな 信 的な 敵性を 抱 
くに 至つ か- 0 いふ ことで ある。 この 一 園、 卯ち ドイツの アメッ 々に 如^い^ 心^^ 
しては 次の 如く 斷言出 巧る 0 

巧-に、 ドイツ こそは 恐らく、 南 化 兩米乂 陸 じがて 未だ かつて】 简巧 も植ほ 地を 領 
をせ ざり しは 勿論、 政治のに も 何ら 巧 動を ちした 事の ない 唯一の 团家 である。 況んや 
アメブ 々巧 住の ドイツ人は 链巧 的に 働いた ので あつて、 アメリカ 大陸、 巧 じ アメリカ 
合 衆が はこれ t 協力しながら 只 利益の みを 得た ので ある。 

巧 二には、 ド イブ 居は 合 来 廣捷閔 な來現 おじ 至る まで 一度と して 玫治上 ぉぶ 證め巧 




度 —— 況ん やが 性 態度 —— を 採つ たこ t がな く、 其の 多 おのな 子 逢の 血を なて アメッ 
々の 巧 街 じ 協力して 巧た ので ある。 

巧 111 じは、 ド イブ 固は 未だせ て 合 来 國を敵 t する 賊爭に 白 お 的に 參 加した こ t がな 
い。 寧し ろ アメブ 々こを 一九 一と 年 じは 戰禍を ドイツに 及ぽ したので ある。 が もを の理 
もたる や、^ I ズグ H 八卜現 乂 統領が 化の 問趙檢 討の たれ 円みで 設立した を 貫を じよ 
つて 餘す ところな く 明かた された ものである。 一九 一と 年の アメリカ 參戰の 巧 もが 巧 
ら 若卞少 おが 脚のを 本 ま泰的 利益 じちいた こ t 、 並び じ ドイツ じして は アメリカ t 係 
爭 する 怠 凶な ど 整 も おして ゐ なかつ たこと を、. 最もな 圣じ 確かめた のがな 外 じ もアメ 
リカの 參載理 ぉを 解明す る爲に 設立され た、 この 調査を 貝轉 であつ た。 をれ でな くと 
も アメブ カ 巧 族 t ドイツ 巧 巧- 0 の 問には 領± 的 又は 政治め 性質を 帶ぴ たものに しろ、 
わよ を 合 衆阁の 利益は 索より、 化ん や 生# を 脅かす が 如 きものじ ついても 逛 もが 立は 
かたしな いので ある。 がるは どが をが 式の 巧 違は 一 股 じ 諸 民族 生活に 於け る 敵性の お 
因 t は 解し 得ない ので あつて、 一 阐の圍 を 形式が 必然 じ附與 された 自邑 の領巧 〇围外 




で 他 巧の 閑を お まを 巧 化しない 限りは 巧く の 如き 巧 違 親は が 性の 原 巧では な、，。 

そらを も アメリカなる ものは 廣 化な 全權の 賦與 された 大統領の 指導す る 共和 闽 なの 
である 。ひる わへ つて ドイツを おる じ、 ドイツは かつては 限ぶ された が、 支杞 して ホ 
た 君 ま 巧で あつたが、 共の 後椎力 G き權 力の 巧ま閣 t なり、 現 巧は 强大 G 樵 力 じよ 6 
指導され る】 種の か 和 閑な ので ある。 此 が. 二つの 闽 家の 閒 じは、 而も 乂 がか 横つ てゐ 
る。 を 本 主義 的アメ ブ 々と ボ^シュ ゲ イズム 的ソ硫 との 巧途 はな 然 —— 若しを 円幽の 
ホ義 おを 力少く とも 巧 實を包 巧して ゐ るなら ば 大統領 お 支配す る アメリカ t おがが 指 
導ず る ドイツ t の 相違より はを かじ 大きくな けれ ぱ じらぬ 帯で ある。 

ウイル y A と ルー ズ ヴェル ト 

巧‘ るに ほに 否定 . J 得ぬ 一っが 矿 は、 ドィッと 誤 即卽が 斬が 一一' っが 如が 斬 斬が 1 
I をの 間 一巧 - R の 後 押 一3 がが るに がょ — 終歡 一若が が kb 知ぃ 趴い V ィ V ' ソ 'ン 
大が 做と フランクリン •作 I ズグ ユ作卜 じよりか きつけられが い^; い^ ク 


巧 


イク ソンに 關 すろ 批判は おを 自らが すで じ 雄 辯に 物語つ てゐ る。 彼のぶ はを 時代を 班 
じて な も 低劣な 食言 t 切 つても 切れね 綠を 有して ゐ る。 彼の 破約は 所謂 肢戰 困は 素ょ 
り 戰滕闽 さへ をの 民族の 生活を お 化せし むる じ 至つ た。 ゥイ 八ツン のを 言 だけで 捏も 
.上げた グ ユ 八 サイ H 宣言は 幾多 固を を 分裂に 導き、 文化を 破壞 し、 あらゆる 幽 家の 経 
巧を が 壌せ しめた。 然 かも ゥイ 八 ソンの 巧 俊 じ、 これ じ關 むを 寄せつつ あるが 脚の 一 
民が 格へ、 これが 此の 小 兒撫が 症の 敎授を お 使しつつ ァメリヵを 戰 爭じ驅 b 立て、 ち 
利を 嫂み てゐ たこ t を 我々 は 今 じして 知つ たので ある。 

ドイツ ほ 族は かつて 一巧は 此の 人物 じ 信 おを 寄せた が、 これが 却つ て 化と な b ドイ 
ツ 民族は 嘗てを の經濟 的、 政治的 生存の 崩 壌 t 云 ふ 代償を 拂 つたので ある。 然るに か 
ぅした お々 のをい 經驗じ 性 こ 6 もな く復 しても 新規の 火 統領が 現 はれ、 戰爭を 勃 載せ 
しめ、 何ょ b も ドイツ じ おする お 意を 戰 端を がるまで じ 高める こ t をが て、 己が 唯一 
の 使命- 〇ム 得て ゐ るのは 何な であらぅ か。 . 

ドイツ じ 田 民せ 會 主義の 巧 がをおた のは 卢 I ズゲ ユ^卜の 合を 閣 大統領 當證 t 同じ 
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t H ジ 0 目 ホ韦 TTI き 口 等 多る 玉 ブ c L ゾ lr\v> n /—oxr 夕目 T\4!ie を 重ホ东 戶 I 

年で あつた。 巧に 於て か 今日の 展開の 原因 t 見做さるべき 要因を お 討す るの がを-嬰で 
ある。 - 

をれ には 先づ 個人 問 越 じ 巧れ ざるを 得ない。 余は^ 1 ズゲ王 •八卜 大統領の 抱く 人生 
巧な b 、 人を に對 する 態度と、 余の をれ t の 問には 大きな 閒 隅が あるのを 餘 6 にょく 
かつて ゐ る。 

即ち 作 1 ズゲ ユ^卜は 富有のを 庭の 令息と して をれ、 が も 生まれながら じして を 巧 
t 血統と が 民主主義 田 じあつ て坦 々たろ 経ちと 出世と が 保障され た 人種の 階級に おし 
て ゐる〇 - 

其れに ひき かへ みち 身は をし い 取る にも あらぬ を じ 孤々 の 蟹を あげたので あつた、 
をは 目 じ 餘る辛 おを な A 巧 力 t 勤勉に ょつて 前途を 圃 ひがかなければ ならな かつた。 

世界 大驳 が勃發 する や 八 J ズゲ 王^ 卜は ゥィ 八 ソンの 庇證 をを けつつ、 をに かくれ 
て、 然も 戰時巧 金の 缘困氣 を ホ ひながら 巧 爭を歷 巧した ので-^ つた。 彼は 從 つて 一ぶ 
がを 巧を 巧しつつ ある 時、 他方が 長 利を 巧し、 一方が この 他方に 巧が する t いふ 民族 



t 閣を 間の 圃を 、快適な 半面 だけょ b ならない をで ある。 其の 當 時の 余の ホ 巧と いへ 
ば これとは をく 亞反對 であつ た。 余は 巧して おを を 作り、 がん や 金を 作る 一 化の 如き 
もの じは 底して ゐ なかつ た。 否 余は をに かかを を 行す る 部が じ おして ゐ たので ある。 

みは 戰時 のの 年 問 一お卒 として 專ら義 がの 完遂に 勉 めつつ 敵前に 過ごし、 やがて 歸 
還した 時には、 一九 一四 年 出征 當 時のを のま まの 無一文で あつた。 余は また 裝じ 何な 
萬と いふか ホ t も 運 かを 分 も 合つ た。 これに 反し フランクリン •八 I ズゲ ユ作卜 巧ょ 
巧 じ 巧 謂 上 時 お 萬の 一 か t 運命を 分 もを つたに 過ぎない ので ある。 

术 —ズグ ユ^卜 氏が 戰 巧、 早 くも 金 撫投巧 じを の 才能を 贈 さかけ て ィンフレー ショ 
ンと化 人の 困 巧を 惡 用しつつ 化 腹を 肥やして ゐた のじ 對 し、 余は 當 時な 十 萬の ホを と 
典 じ 傷け るみを 巧戰 病院の 一隅に 模た へて ゐ たので ある。 更に また 八 I ズゲ ユ^卜を 
が巧才 にたけ た 合法的に お證 された 經巧 通のを 治を の 出世 巧 道を 脚 ホして ゐ たのい 事 
巧り、 其のを 時の 余は 一介の 無夕乂 としてを 上 かつてな きす 法を か へられた 一巧 巧の 
復 巧の 爲じ巧 巧して ゐ たので あつた。 


#0 


巧へ ば 似寄り もつ かぬ 二人の 巧き 方で ある。 

お 维 さるべ ま 大統領* 

即ち フランクリン •作— ズグユ 八 卜が合 ホ 固の おおに 列せられ た 時 彼は を 本を じよ 
つてす つかり 懷柔 しつくされ たな 截の 候補を で 黛 じ 利用され てゐ たの だ。 而 して 余が 
ドイツ 國の 首相 じ 就な したげ、 をは 円ら 創 雄した 巧 族 運動の 指導を であつ たので あ 
る q 作 I ズゲ ユ八卜 巧を 支持せ る 勢力 こを 余が ドイツ 越 巧の 運命 t 义 余の 展も 神聖な 
內 也の 確信に 基いて 瓣 滅を朔 して ゐた 勢力に 化なら だかつ わ。 新規の 米 火 統領 ぉ踞化 
して ゐた 所謂 「プン ー ン トラスト」 なる ものは をが ドイツに 於て 乂 観のを 化か 的 現を 
して 瓣 がを 日 指し 且つ 漸くを 的 化 巧よ ゎな 除し 姑め たと ころの 巧 民 時に よりお 巧 さ 
.れ てゐ たもので ある。 

然し 他方 余と 化 t は 僅かながら か 逾な狸 命じ も あつた。 フランクリン •作 1 ズゲ * 
卜はをまま義の影嚮を巧けてァ メリ 々の經濟が衰顯してゐる時政樵じ就いた。 


が 


でて を も亦畫 義 Q 《讶 li ド r ツが 全く 冗 解 芝と しご ホ 前に •トイ ツ巧指 巧 

の 巧に 當 つたので ある。 當 時アメ .リカな ホ 固は 千 一一 一巧 萬の 失業者を 有し ドイツは よ 百 
萬の 失業 おと 更にと 百 萬の 半 失業を を 抱いて ゐ たので ある。 この 兩國 t もな 巧の かな 
.は 混亂し 一般の 經濟 生活は 益々 低下して をの 止まる ところを 知らぬ 有まで あ •つた。 

この 時 アメリカ 合 衆 困 及び ドイツ じ 於いては 後世を して 何れの 涩 論が 正當な 否 
やにつ き絕對 的判斷 をを あじて さし わる】 の怡 勢が 展開した ので ある。 當時 ドイツは 
闲民 社を 主義な 權の 指導 似で に哇活 、經濟 、文化、 藝術 等が 驚異的 向上を をげ たが こ 
れじ 反し、^ 1 ズグ H ^ 卜 大統領は 自齒 かの 僅かな 改良 さへ 成し遂げ 得な かつた ので 
ある。 

然し斯^^の女き議は 一 平方キ 0 メ，夕，につき渐く十五人のろ密度を有する 
アメリカ 合 ホ围 にがては？ 方*" メ ，夕ふ 地域 じつき 百單 人の 人口を 包含す 
る ドイツょりも 遙 かにを 易じ遂 巧され 巧る 替 である。 

アメプ * で 翼 葵榮を 票し 得 3 Q はこれ は 支配 階 絞 s 志が 嬰つ てゐ るか 成 


か 


はを の 巧に ある おお 速が をく 無能で あるかの 何れ かじ 據る もいで ある。 

ドィッは 儘々 五ヶ 年の 問に 諸經濟 問題を 解かし 义 失業 問 趙 をが 開した。 

このけ けに 作 1 ズゲユ 八卜火 統領は 自 尚の 喊 をを 極度に 膨娘 せしめ、 経が を 一时沿 
化せし め 又た 業を なを も 減少し 得 だかつた ので ある。 がしながら この 人物が 支援を 化 
賴 した、 否 海 しろこの 人物を 巧し 立てた 若を は ユダャ人 t して 只 だ 岡 家 贈顽の 時の み 
利益を をけ 秩巧 確立 じは 巧 じて 反對 する か 子に 族して ゐるこ t が 思 ひ當れ ば、 斯 くの 
如き^ I ズゲ ユ八卜 政策が 不巧 巧な 所な はがら 不思議で はない。 阐民 社を ま義 ドィッ 
はが 機 事業を 彈尴 したが これ Li 反して 八 1 ズグ ユ^卜め アメリヵ にがては お 巧は 热異 
め與 k をを げたので ある。 この 巧の 巧 謂 「ニユ I •デ ー ィ 八」 立法は 誤 6 であつ た。 
が：^^/の&^が^:^いが於批が和^がが^^い、の^が、る。 「、二、ュぃ.尸^^レノ」 -^ぃふかが 
がの 經が政 k か 機 おされた ならばが 何 じ 八 1 ズグ H ^ 卜乂統 做が 能辯 じ 巧みであって 

も早晚 行きつ まつて 了つ た 事は 明瞭で をる。 ョ In ッ パの 阐 なら ぱ户— ズグユ 作卜は 

% 

きつ t 巧を がを 浪巧な 盡の廉 で 戴 判 巧 じ お 巧され たで あらぅ。 がか も 巧 民 戴 判 所で 商 


が 


法 違反の 巧で 投獄け 免 がれな かつた であらぅ。 (賜 巧) 期く の 如き 剧斷 巧し ろ お識は 
アノリ々 じ 於ても ホ 多 おの 夕望 ある 人物の 抱く ところで ある。 - 

ポ トキ— 公使の 巧吿 

こ^じが てこの 人が に對 しを 咸的反 對の聲 が 沸き おつた。 これ か爲 じは をの 內政じ 
對 する】 巧-施 \論 の關 とを 對外じ 向つ て 外ら して こを 始めで 円みが 救 はれる t 悟る に 至 
つん。 これに關して ホ 1ラ ン ドを化ポ ト キ ーの ブ シ ン ト ン からの報がを檢討するのは 《 
1 典である。 ポ ト キ 1は ル ーズ グ ユ 八 卜がをの經濟上の所調 「骨牌札で出巧たを」 が 
瓦が の 危機に 觀 して ゐ たこ t を 熟知し 且つ 如何にしても 外 政的轉 向を 必要 t して 矿 
點を巧 S 指摘して ゐ る。 作 I ズグ H 卜は 彼を 取り 卷く ユダヤ人 方面 じょつて 元氣づ 
けられ、 强硬 になつ たので あるが、 この ユダヤ人 輩は アメブ •力に 於け る舊 約碟带 的な 
It 癖を ホ 用して、 益々 反 ユダヤ 的 じなる mla この 巧* に對し 第二の ブ リニ 匙) 

を 催ず 槐 をを 捉へ 得る t おつて ゐ たので ある。 此の 男の 周 闽じ辦 を じして お b 、 しか 
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も 化の 剪 もまを 差 延べた あはを くな 信 的に 强 意を 懐く ユダヤ人 をの もので あつた。 斯 
くして 紛爭を 雲す るか 或は 旣憂奠 を 激化し 漂なる 場合で も餐 がが 和め じ 解 
を を璧 甘ん 毒る 霞に 於て、 <1 芝： ふ 影響 かが 益* 寞を おし 
ミミ ミ' こが 家が 薪气 1 b か嚴 取® どこか^ I を も だ-^ こ ミョ— 

い' プ 八？^ が 斬 •誓^!^ い^が ツ^ 入」 が紛 はが 驴賢一 じ聲る ァメブ 々經濟 の 巧 
5^戶い力ををれじ近がらしめ. これじょつて岡巧の關ムを載內が經濟改策 

'の k が' かぃ资 、じ沪 '3、 れ 'る、 に藝 'ながが が藝 賢、 の. 於护餐 'る 茜が 备 、へ 

、 > 1 1 

る ものである。 

此の 忘 ホに 於て 彼の ド ィブ 巧に 對 する 巧 おは、 特じ亂 暴 極ぇ る ものが ある。 一九 一二 
おが 化が 彼は な 度の 奮を 一 れつて ゐ るが、 •をの 巧 じ 特じ卑 葦 ぁつたのは 一九 一二と 年 
十月 近日の シカゴ じ 於け る满說 である。 これらの 演說で この 哉は アメリカの 與論を ド 
ィッ じ 封して 計 ま 的 じが おして ゐ るので ホる。 彼は 所謂を 瞄ま義 巧に 對し 一穂の お 巧 
をな す t 桐 巧した ので ある 0 
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朱 I ズゲ ユ^卜 大統領は 巧く の 如 < 益々 倩 惡及ぴ おおな 巧の 强 化を 實 巧しつつ 巧 近 

巧び 侮 養覇を おしてな 獨 K メッ * 畜を臺 した。 爾 蓋米覽 援は傕 かじた 

巧 大使 じよつ て 結ばれて ゐ る。 • 

T ズ グ：卜 大統領は 一 •を 二八 年な？ 1 ロッ パの 建設 政策に 對 する 是を能 

をを 許 盡的基 つ薑 c 阻 堂ん と 企て ミミ 彼は，^ の 器閔に 向つ 了 荒に 腳シ 
•を 巧す t なり 然も 平 巧 的 協調な 巧を 遂行す る 用意 ぁる 团じ對 しては をス をの 閒藥、 
冀柩堇 はな 金 停止 等の 手段 12 より 桐 巧す るので ぁる。 (註、 ユご 入の 巧 機に ぶ 
巧した 時の 祭) . . • 

こ** 就 1てブ シン トン、 & ン ドン、- ご— 巧び ブ ッユ ッ七品 御の •ホ， ランド 乂 
化からの 報吿 によると、 おく ザき 凄が 判明す ミー 九 一一 一九 年 この 興は、 をの 缓部 

除— 化」 費、？ li 於い T 含 主請賣 對抗」、 戰置器 是る蹇 をを 巧 

ずる- 〇响喝 して ゐる〇 

化は 他 苗々 ァメリヵの 問 巧 じ 干涉 甘ん.； J 管、 且つ、* ご， ま義の 維持を 巧つ て 


が 


ゐ ると 巧え やま おして ゐるじ も 巧ら や、 一九 一二 九 年な 降は アメブ 々合 来が 乂統 備には 
何ら 關係 のない 中央 ョ ー n ッ パの 間 題 じを 染 して ゐ るので ある。 第一には 化は、 斯く 
の 如ち 問 越を 理解して ゐ ない。 第二 じ、 假令 彼が これを 理解し、 义 をの あ的顚 ホを 洞 祭 
して ゐ ると しても、 ド ィブの 元首が アメリヵの 情勢を 判 巧し、 又は これに おする 巧 化 
を披髓 する 椎 利を 有しない t 同 巧に、 彼 も ホ 中央 ョ 10 ッパ圈 について 化 話を 燒く權 
利がない ので ある。 (喝采) 巧、 作 I ズダ ユ^卜 巧は、 もつ t 、 更に 前進した。 彼は 
凡ゆる 阐巧法 上の 規約を 揉踞 して 彼の 氣じ 入らぬな 府 じは 承 殿し ない t か、 新秩 がを. ク 
觀 ゆない とか、 义旣じ 冗 解した 政府の 特使は、 をの ま \ にす るか、 ホは 合法め 政 かじ 
巧 命す ると か 巧 巧して ゐ る。 否、 遂には 彼は、 外 國の領 ± を簡 巧に 占 傾す る槐 利を がる 
採な 條 めを、 斯 くの 如き 使節と 締結す る おじな つたので ある。 一九 一一 一九 年 四月 十五 目 
じは、 八 1 ズグ K 八 卜は余 並に ムッソ リ ー 三せ 巧 じ催吿 狀を钱 したが、 これ じは 地理 
的 及び 政治的 無 知識の お 合し、' 一を の 金 持 階が の 巧 巧 不遜を 巧 示して ゐ る。 しかも こ 
れに胶 つて 我々 は、 巧 巧を をみ をし どこかの 固々 と 不可を 條 おを 締結 甘ょ t お ホされ 


た。 この 齒 々の 大部分は 大馈自 もを 有しな かづた ので A る。 何な かとち ふのに 彼等は 
作— ズゲ H 片卜 巧の 間 盟齒に 合併され たか、 或は 巧 誰領に 編入され たもので ある。 講 
貝 諸 お ！ 諸君は 當時余 •々化の 乂附 きのょ い 男に 了 避で、 しかもは つ さ b したおを を 
したい-を 御 記憶の こ t と 思 ふ。 まあし かし、 これが 少く t を お ヶ月問 この 触が じ戰爭 
巧 お 巧の わ噪 りを おじ 这んだ わけで ある 0 

平 巧の お託漢 ル— ズ ヴェル ド 

巧て、 化の 代り じが 場した のが 黛 敬すべき 八— ズグ ユクト 夫人で ある。 彼 ホは 巧々 
の 巧んで ゐる _ 摸な 一の世 あじ 生活す るのは 拒を したので ある。 

これは 少く とも 理解し 得る。 をの 理由は、 我々 の 世界は 詐欺 や掛 引の 世界では なく 
ぞじ勤 巧の 世界で ある。 この 夫 入のを まは、 巧し、 轉く靜 養した 後、 1 九 ご 一四 年 十】 
月の 日 じ 中立 法の 改訂を 巧 巧し、 ドィッの 適闻侧 へ】 方 的 じ 供給す るた めに、 みや 巧 
器 輸出 禁止を 巧 止した ので ある。 
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彼は 巧で、 東亞で も 同じ様に、 經满 上の 組れ 合つた 閲 係と いふ 猶 り 道を 通じて、 早 
晚巧巧を生ずる利番協间抵を支那^お巧し始めてゐる。 旣じ同巧彼は亡命ぉ1ラ ンド 
人の 一 論を 所謂 亡命な 府 として 親め たが、 この 政府の 唯一の 政治的 お 礎は がんで ある 
かとを ふ t 、 ブ 作 シャゥから 持參 した ポ I ランド 金 巧の 二、 兰巧萬 じ 猫ぎ ない。 义旣 
じの 月 九日 じは 彼は 巧に 進んで ドィッの 卞 がを 阻 化する t 云 ふ 白々 しい 口赏 をな て、 

ノ 卢ク ユ 1及びデン マ 》クのク ン ディ プ トを巧塞しわのである。 が然し、 例へばデン 
マ I クの 政府 じしても、 をのを 淹涩 用に ついては、 ドィッからは 巧 意 さへ されて ゐ。 
い〇 化してを理されてはゐないと云ふ事は彼の 充か を知^^巧である。 

巧々 G 亡命を が G 他に ノ作ゥ ユーの 亡命を 府も ホ、 彼 じを 設 された。 一九の 0 年 お 
巧 十 お 日 じは この 外 じ ォランダ 及びべ^ ザー の 丘 命 政府 も 承 飯され て、 巧げ じ ォラン 
ダ 及びべ^ 术 1 の資 をが 谏お されない ので ある。 然し この 巧の 巧の 蘇 持が 現 はれて ゐ 
るのは 河ん t 云 つても 六 巧 十五 日附の フランス 首 巧ンノ I が 電報で ある。 この 電報で 
を d ンノ ー に、 フランスが お 巧 載 巧を 機 おすれば ァメ 々は 對佛巧 助を 倍 かする であ 
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らぅと 吿 げてゐ る。 巧 争のを 期 化を 望む この 意向を 特じ强 調す るた め、 アメリカ 政 巧 
は 占が の收搂 、換言すれば、 嘗て ドイツから 剝 おした 地域の 返還は 承設 しないで あら 
ぅ-^ 巧 巧した。 アメブ 々合 ホ 困 大統領が ョ IP ツ パに 於け る 巧 ホを 飯 わる や 巧 やは ド 
イツな 府の おつた 事では ない。 又、 をん；：？ 事 じは 將巧も ホ、 何ん ら痛 巧を 成 じない と 
をは 化 處じ君 諸 じ 特に 申 上げる 必 耍を殷 めない。 が 余は 巧に 平 巧の 巧を を おり、 又 永 
久 じ戰爭 をのみ が 巧す る この 巧の 煽動 行爲を 特にを 述 せんた め この場合を 引用した じ 
巧 ざない。 今や 彼は アメブ カが 自ら 他國の 巧が をが 巧し なければ 何人も アメリカを 攻 
巧 しないので あるから ョ ー n ツパ じを 巧が 巧來 をれ た 場合は、 アメリカの 軍備 攒 おに 
何千 萬 ダラ ー お 編した 事が 全く 詐欺 t 知れる- 0 言 ふ 事に 不安を 巧 じて 來 た。 

ぶょ！ この 國 暖ま 違 巧の®々 

♦ 

一九 四 〇 年 r メリ カ 合を 國 大統領は フランス 金貨の 保證を 指令した。 これは 外面は 
ドイツが これ じ 手を おべ るのを 阻止す るが 目的で あると 言つ てね るが、 事 費 まがらず 
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して、 これを アメリカ 駆逐 おを 化て々 サブ ラン々 から ア メリ々 へ 職を する 爲 である。 

一九 四 〇 年 九月 じは、^ 1 ズダ ユ^卜は 更に 戰爭じ 接近して ホた。 ょづ 彼は、 ホち 
隊じ展 する 五十 塔の 駆逐 おを 英經 睐に讓 巧した。 何れ 後世 じ 於て 巧ら か t なる であら 
ぅが、 をの 代償と して 彼は 化 米 及び 中米 じある 英領 主の 軍專 基地を をけ とる こ t じな. 
つて ゐ る。 即ち こか 動に ついては 巧 逸じ對 する お惡を 有して ゐて も、 ホ 尙崩壞 の 時 巧 
にある 英围を 出 巧る だけ 稚實に > をして 危險 なく 機 ま 出 ホる t 云 ふ お 解が 働いて ゐる 
ので ある。 

巧 図は アメブ 々からの 補給 品を な 早 や 現金で 支拂ふ 能力がない 爲 に、 彼は 米阐 巧に 
巧し 武器 贷お 法を おしつけた。 かくて 大統領は 武器 貸が 法 じょつ て按 巧す る 請が の 支 
配權を 持たぅ t した。 をれ は* •」 れ ら諸闽 G 巧 街が アノリ々 じ對 して 生存 上 重 嬰で ある 
と 作 I ズグユ 八 卜じ思 はれた からで ある。 をの 後獨 逸が 彼の 繼綻 して ゐた 計盡を がら 
剌 激しな かつた のじこの 人物は 一九 四 一年 一一 一巧 •みび 第一 步を 進めた ので ある。 

一九 一二 九が 十二月 十九 日 じは 旣 じ^ ア ノブ々 の 巡 洋赔は ドィッ 巧 船 コ〇ン ブスを 巧 
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を 地帶內 にめ て英眾 おに をれ となく 巧し つけたの である。 これ じよつ て 同船よ 沈沒せ 
ざるを 得；：？ かつた。 巧 日米が は ドイツむ 船 「アラウカ」 の 拿捕に 協力した。 一巧 二 h 
と 日に 米 巡が お 「トン ン トン」 は ドイツ 巧 船 「アラウ々」、 「ラ •プ ラタ」 及び 「フン 
ゴ 三」 の 移動を 敵 巧に 逝吿 して 固 際 法を 侵犯した。 一九 凹 〇 年 六月 二十と 日に 米 尚 諸 
港 じ 於け ろ 外閱巧 船の 巧巧逾 過を 制限して 阅際法 じ 巧 全 違な する 舉に 山た ので ある。 

一九 四 〇 年 十一月に ドイツれ 船 「フ ブ ギア」 「イダ 作 ツ^卜」 ぶび 「ライン」 は ホ 
お 軍に 追跡され 力 おを 英海职 の 手に なち じい 爲じ自 化すろ に 至つ た。 四月 十一 一一 曰には 

藍 じある 塞 部 除に 物を を藝 のた め米陶 船に 對し留 逆 過 解が の擧 ぉた 〇 一ご 月 

には 化ての ドイツ 船舶が 米當 おによ って 巧收 された。 わくの 如くして ドイツに 屬 する 
船舶が 最も 不當 c ：? ホ 法に よって 取 おれた のでっ て、々 ナダの 拘巧 巧より 脱出した 二ぶ 
の ドイツの 十-をぶ 同様にが 巧 法の 巧を に反して 捕错 しこれを 巧當 局に 引き渡した 稱で 
ホ ミ 

# 

巧 月には^ — ズゲユ 作卜が 快速 お 二十 接を 英 巧に 謀 渡し、 をれ とおに 引始 き英闽 ず 
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巧の 修 巧が アメリカ 諸 滩で巧 はれて ゐ る。 . 

越えて お 月 十二 日 じは 英巧按 助の ためじが 巧 中の ノ八ゥ H 1 巧 船が 聞 陈法じ お化し 
て巧裝 及び 修理が 巧 はれた。 更に 六月 四日には アメリカの 部隊 輸送船が グリ I ン ラン 
ド じ 到着した 。六月 九日 じなる と 八 I ズグ ユ^卜 大統領の 命 かじ 基き アメリカ 货腊某 
巧が グブ I ン ランド 近海で 巧 逸 お 水 お 一 塔を 爆破を なて 數 をした ふ 英侧悄 報が が 
ら された。 ， 

お 月 十四日 じは 巧び 齒巧 法を 無視して、 合 来 閑に 於け る獨 逸を をの 媒 結が 巧 はれて 
るる 〇 六月 十と 曰 じ 及んで^ I ズゲ H ^ 卜は 巧な 領事の 引摄 及び 領事館の 阳 鎖を 嬰 ホ 
した。 更に^ I ズゲ 王^ 卜乂 統領は 巧 逸 述信か 『トランス •ォ ッユ アン』 化、 巧逸悄 
報、 閱 見所 及び 诏逸围 お錬道 支局の 閉鎖を 巧 ホした。 あじと 月 六日 七 目 じ 至る 問 
八 1 ズゲ 卫^卜 大統領の か 令 じちき アメ V 力 嘴陳じ 依る 巧 逸 側の 戰闽曜 城 巧に ぁるか 
島の 占® ゲを 行され た。 ， 

わくして グ ー ズグ ユ 卜大が 巧は、 先づ巧 逸を をに 戲爭に 導き、 ホいで 巧 逸の 潜水 
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括 f 1 九 一千一 九 一六 年に をる が夕完 受き睾 CQ し 得る も Qt 巧を くく 

つて ゐ るので ある 0 , - 
これ t 時を 同じ •っして、 彼は ツゲユ ，卜 裳に 援助の 巧 巧を 巧へ 《。と 月す じは 
夕如 として/ ツ クス 海軍 長官が、 なを 巧は 樞軸 側抬 おに 對 する 巧 砲 命令を 受けて ゐる 

旨を 發 をした。 著 四日 じち 合 莱置襄 「グッ —ご號 は、 同 おのを け ミた か 
令に 從； 3、 大 夏幸イ V ッス Q 飛行隊. 0 協力し T 、 ドイツ 潜水 霞に 對抗 して 行動 
ぉ。 

五日 後、 一隻の ドイツ 繁 おち 合 2 の 驅遂 おが、. イザ ッス 護送船ち に 誰を 船 
t して かは つて ゐる ことを 確信した 。坂 後に 九月 十】 日 じ 至る や、 八！ ズゲユ ルトょ 
か^ 巧說を 行； 3、 これ じょり お 軸船艇 のす ベて じ對 する 巧碰 命令を 確 巧し、 且つ 新た 
じ 裳々 した。 九月 二十 九日には 合を 齒峭戒 お隊が グリ ー ン ランド 東方に 於いて、 ドイ 
ツ繁お 一隻 li 響攻 おを 加へ た。 十月 十と 日には 英困 向け 誰 S 船 苗 S 衡じ置 て 
が 斤 IT でみ つ 《合 ホ 屢をお 「*_ ニイ 城」 が、 又もや ドイツ 潜水 お 一隻に 害を 
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を かへ、 また 最後 じ 十一月 六日 じは 合 ホ 困 巧 典は 因 巧 法に 違反して ドィッ 巧 船 「ォー 
デン グァ 八卜」 號を睾 捕し、 之を ホ 田の 某 难に曳 がして をの 乘組 貝を 拘祭 じ附 した。 

. 巧 爭挑發 者の 目的 

余は、 この 大統領 t 稱 する 巧の 余じ對 する、 人み 攻擊 的な 侮辱 的 言 脱 や 無禮モ お；^ 
仕打ちを、 當時 取る じ 足らざる 事 占して 看過 せん t した。 彼が 余を 呼ぶ じゲ ヤングの 
語を なて した こ t は、 この 言葉が、 ョ In ッ パで 出來 たもので なく、 义左樣 じ 實體が 
ヨ J P ブパ じは存在しないで、 摩ろ合ホ國で生まれたものであるだけに余は 】 向ホお 
である。 然し これは 別と しても、 余は 作 I ズグ H 八卜 氏から が じて 侮辱され る わけは 
ない t ぶふ。 何な なれば 余は 彼を なて、 嘗ての ゥッド n ゥ •ゥィ 八 ソン t 问 巧、 棉神 
おお だ t 見 化ず からで ある。 

この 男が をの ユダヤ人の ー ホと かじ 年來问 一の 手段を 川 ひて 日本に 勤しても 戰 つて 
ゐるこ t が 巧々 じは ょく 分つ てゐ る。 をは 化 度で それらの 手段 じついて 語る にけ 及ぶ 


が 


ょい。 化 處でホ 同一の 方法が 用 ひられろ に 至つ た。 この 巧は 最 巧に 先 づ巧爭 をが しわ 
ける、 をれ からを の 巧 凹を 捏造し、 勝手な ま 張を 持ち出し、 をれ からが 惡 すべき 逍り 
方で キッ スト 敎慕赛 SQ 中へ f . 隱 し、 か 4 徐 々ながら、 確 實に人 f 耿巧へ 
引きを ので あるが、 すからの 7? メ-ッ ンの加 賢と して、 をの 巧 自己の 行を 
の 誠 贊を證 せんがた めじ、 神を 謡 人に 呼ぶ ことを 忘れ じいので ある。 

余は だず る 今や 遂 りに 一の越を が、 この あ 上に、 たく 一度し か 姑ら れ ない 巧 巧と 
槛利 とじ おする 破张 化な 非 巧じ對 して、 むしろ 此の 興の 义で 望んで 居 b、 從 つて をれ 
じ 細して々 更 彼が 燃く じなら だいと ころの、 かの 抗講の 一 步を巧 然と 路み 出した こと 
を、 訴 おのが ベて か】 補の 救濟だ Ju 感じられた であらぅ t いふ こ t を。 

吴固&府が攀12を晉 此5君0襄2、 受、 賓^Jれ望かくもぉ铭0 

なぶ ウ ぶで 嘲弄 さむる ことを 巧 巧 山 巧 中と して おつた ことは、 我々 すべてを、 J ち ド 
イツ 巧：^ と 否を 世界の 巧みの 正しき 人々 の すべてが、 をめ しない 滿 足を なて 眺めた こ 
とで あらう。^ — ズグ ユ^卜の 背後に ある 勢力が 如何なる もので みる かは、 我々 のリ 


ホす る t ころで ある。 をれ はかの 永遠の ユダャ人で あつて、 この 永遠の ユダャ人 たる 




悉 する t ころで ある。 をれ はかの 永遠の ユダヤ人で あつて、 この 永遠の ユダヤ人 たる 
や、 巧々 热 てのを がソグ HI 卜 • P シァに めいて 戰 巧を なて 且つ 經驗 せざる を 得 じか 
つたと ころの 海 おを、 我々 じ對 しても 執行す べきが 槐到來 せり t 化 おちんで ゐ るので 
ある。 この ユダヤ人の 地上に 於け る樂閒 じる ものを 我々 はみ や赏地 じ識る ことが 阳來 
た。 おな 萬 人 G ドイッ 冢將 おは、 この 聞 巧 的 ユダヤ人が 人命と が貨 t の すべてを 破 巧 
し盡 した 一 固のを おを、 み 円の 眼で なて 確め る ことが 曲來 たの だ。 かぅ いふ こ t は 恐 
らくな ホ 阐火統 '锁 じどの 知りたい t も 化は 也 t ころで あらぅ。 をれ はたく 化の 精神 0 
狭隘 さを 證明 する だけの ものである。 I 

たが 然し、 闽 をを 一つ一つ 概して 巧く t いふ こ t だけが 化のを 网爭の y の だ t いふ 
ことば 巧々 の 知る t ころで ある。 随 つて 巧々 が ょしんばで 本 tw 溫を 結んで ゐ なくと 
も、 この 巧が ユダヤ人 共と 彼等の フランクリン •作 I ズゲ ユ作卜 S な圆 すると ころ だ 
t いふ ことじ 就いては、 巧々 は 明瞭に 知つ て ゐた當 である。 t ころで 今日の ドイッ 巧 
は 嘗ての ド イブ 巧とは 何等 お 逝の ものを もつ てゐ ない。 隨 つて 我々 は、 この 戰爭挑 お 
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若が 數襄 速成 せんと 企て、 ゐ たこと ち 今度は 巧々 の 伽から も 巧 ふで あら， っ。 震 
力 日 まを 盟閑 たから.^ ぃふ だけではなくて、 ゎいろ 款影 W 觀 京露辭 、い 
の膛 あが 時期 じ 於ぃ T 證巧 Q 爱が 恐らくは 永，^ に 旦 つ がいいい 長いい いい 
ふ事を、 .斑齡するじ5^為^貧いいち^かいいい^かい。 この別世巧が我クに 
おして 企て^ ゐ ろ'，」 とは、 我々 には 明瞭で ある。 彼等は 嘗 つての 民 まま 蒸め ドィッを 
凯 飯に 招れ た。 化 等は 養の 國民 社を 主義 的 ドィ^が 鮮趴 いがいい 和、 っ^がい 。於い 

ハ ノぃジ ；； 一一 緊 U ぃ；/ <矜 、が •い； 4 い い篆襄 い酱； ，い をい い ，1;。 趴 
;4いぉ、. いいいを紫露を；.ジいいいいをがいをを.；いかいかぃいい 

のて ある。 (哄笑) 

正當 防衛と しての 111 國 同盟 

社を 的 じ 最も 立ち 遇れ て ゐる國 々に 住んで ゐる巧 巧の 如きは、 戰爭 をけ しかけるな 
と t いふ 大 それた ことを する 代 b じ、 各自の 固の 失業者 等の ために 考へ てで もやる 卞 


が 主し でを らう。 楚を まちを り. m 巧 勺 こ、 重 车も卜 任り 争い もで I を ， 


« 


，かまし であらう。 彼等は 夫々 の 自迹內 に、 を 料 お 分配の 意 かで 盡力 する じ おる 困 巧と 
ザ： 償と を もつ ミる の だ。 •一：;、 ッ腎 いい' てが、；/ ャい かいいい； いジ 、ェ/< 1 
戌から も、 乃至は ィし テンな ど，^ らも、！ 3^ が いおい^い い’、 つが 賢い い。 •いい 
闭 巧の 欲する のはた く 自己の 權利 のみ あい。 (嗎 巧) 而し てこの 生を 權 は、 千 人の 
チャー チ^ 乃至^ I ズグ ユ^卜が ゐて 、これ じ 反對の 陰謀を 企てょう t も、 飽く迄 碰 
なされる であらう。 此處 じゐる この ほ 巧は、 殆ど ニモ 年に ちる 歴 化を をの 背後に おし 
てゐ る。 この 民族は 長い 期間 じがいて 今日は ど 一致 阐 結した こ t は 未だ 嘗 つてな く、 
また 巧く の 如きは 团巧社 貪 主義の お蔭で、 今後の 垄將 ホに 直つても 巧 b 得ない ことで 
あらう。 だが、 この 民族は また 恐らく 巧く も 慧眼で あつた こ t は 嘗てな く、 また 巧く 
もを を じ滿 ちて ゐ たこ. 0 も 稀れ であつ た。 をれ 故 余は 今日、 乂闕化 巧を 使 じ 旅 勞を渡 
して 化 じ ホの 巧を 知らし めた。 即ち、 無制限の 化 おちが 的 巧 戴を 目指せる ズグユ 
作卜 大統領の 政策が 益々 巧大の 一途を 辿る 閒 に、 化 米な 来 闽はィ V リスと 協が して、 
巧 伊兩巧 民、 及び 日本 閱巧に 封しても、 彼等の 巧な なる 生活 維持の ための 諸 前 おを お 
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ふために、 如何なる 手段を 擇 ぶこと ぶ も禱路 せざる に 至つ た。 英米 兩閔 政府は、 この 
を 由より する も、 巧 じ 現 おじ 於いての みなら や、 わしろ 今後の 全將 ホに 互つ て、 より 
よき お 界新秩 が巧來 のた めの 一切の 里 常な ろ 修正に な對 したわけ でぁる。 

開戟化 來米阐 火が 領^ I ズグ ユ^卜は、 益々、 一. 聯の 重大 極まる が 巧 法 侵犯の 罪を 
おして 巧た。 巧が 兩踢 巧の 財 產じ對 する お々 の 不法 侵酱 は、 おおを の 他に よる 咸嚇を 
伴つ たばか 6 か、 それらの 園 民の 一み 上の 自由を おキ氣 儘に 剝龄 するとい ふかき 不法 
巧 爲を敢 てしたの でぁる。 合 来巧乂 統領の さな さ だ じ 益々 尖銳 化せる 攻が 振りは、 を M 
ひじ】 切の 聞 巧 法 上の 規定 じな して、 化が 米 閑 海軍に 向 ひ、 巧が の 閱 籍をおす る粧船 
は何處 でで も お付け 次第 疆 がし、 施 巧し、 且つ 輕 化する やう じ t の 命々 を 下す までに 
立ち至つ たので ある。 米 越の 閑が 乂臣 等は、 かやう Ccf 犯罪 的； な 遣 b 方 じよって、 ドイ 
ツ 潜水 腊 お干 雙を 旣に投 沈した とまで 揚言した。 


巧が の夕お 商船は 米齒 巡が 悠の巧 おを 巧け てを 補され た 上に、 をの 非 戦岡貞 たる 乘 
が 員は 拉致せられ、 且つ 投獄せられ たので あつた。 をれ どころ か、 巧に、 アメリカを 



の 化には 何 巧のを 式 否を も 巧 はれず して、^ I ズゲユ 火卜の 遠た な 計を なる もり パ も 


の侧 じは 何等のを ま 否を も 巧 はれ 中して、 作— ズゲユ クトの 遠大な 計进 なる ものが 米 
巧で を 巧せられ るに 至つ た‘ が、 それは 遲く とも 一九 四 ご 一を には お 力を 川 ひて 巧 伊兩闽 
をを G 本闽白 糖に がいて おおせん t する もので あつた。 

これ じょり、 お 年 來の八 1 ズグ ユ^卜 大統領 じ 化る 堪ぇ難き が 豁巧爲 じ も拘ら 中、 
賊 巧の 渡 火を 巧ぎ 合 衆 図 t の 正常な 關 係を 維持 せん t する、 巧が 兩國 のが 例 じき 辛抱 
筛 さを 立證 する 努力は、 をく 水 袍じ歸 してし まつた ので ある。 

なに 於いて 巧 伊兩國 は、 を ひに、 一九 闽〇年 九月 二十と 日附の 一二 阅條 約の 規 をに 道 
ひ、 日本 t 巧携 へて、 それら 一二 閔 t をの 閥 巧 t を巧衡 し、 且つを 心に 化つ てを のち 由 
と 巧 立 t を 維持 せんがた めに、 アィプ カ 合 巧 岡. 英 巧と に對 する 戟 ひを 開始す るの 止 
む。 さじ 至つ たので ある。 依つ て これら 一一 一瞬は 次の かき 協を を 締結し 且つ 本日べ 作プ 
ン にがいて 調印を 了した ホ 第で ある 0 

111 图 はを 

アメリカ 合ホ诏 ぷび英 巧に 封す る 共同の 戟 がが 完を サられ るまでは 干戈を 收 めざる 




の 髓乎不 巧の か 意を もつて 大日 本が 段を 府 、ドイツ 巧な 府 及び イタ リ ー 巧を 府は 左の 
•請規 をを 協を せり。 

巧 一條 日本 闽 、ドイツ 固 及び イタ プ I 围はア メリ々 合 来 図 及び 英國 にょり 蝴 制せ 

られ たる 戰爭を 其 執ら 得る】 切の 強力 手段を もつ て 勝利に 終る までを 巧す ベ. し。 

巧二條 日本 围 、ドイツ 巧 及ぴイ タブー 固は 巧 互の 完圣 なる 說解 じょる じあら ざれ 

- 

ば アメリカ 合 ホ 困 及び 英國の 何れと もが 戰 又け 講和を なさざる べき こ t を 阿す。 

♦ 

巧 一二 化 日本 固、 ドイツ 閔 及び イタ リ I 围は 戰爭を 勝利を もつ て 終結した る 後に わ 
いても ホ ー九 四 〇 年 九月 二十と 日を の 締結した る 一二 段條 巧の 恵義 にわけ るな 正な 
る 新 秩序が ホの ため 最も お 接 じ 協力すべし。 ' 

巧 w 化 本 協を は 若ぶ t 同時にを 施 せらるべく 且つ 一九 四 〇 年 九月 二十と 日の 一二 圈 
條約 t 同一 巧 間 あかなるべく 締約 國はホ おか 期 問の 滿了 前適當 なる 時期 じ わいて 
爾後に わける 本 協を 第ー ニ 條に規 をせられ たる 協力の 態 巧 じつ さ 謀 解を を r べし。 


を 3 s り Idii 」 I > 、 3 1 
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巧 巧 国ち Q # 语と 巧への 感謝 

• - 

を 員 諸ち！ 

一 畜〇年 著に 行つ た 含 最後の 是提 まが— され T 翼、 f として よこの 
閱爭は 最後まで 聞 6 拔 かね をら A とふ 受 、すで C ま C 承知」 S る。 がじァ 
ンご サク ッン 的、 ユダャ 的、 資本主義 的 世界が •ホ こユ ゲイ ごと 統一 養を おを • 
して ゐる 事黃 は、？ 困 民 社— 着に と ミは .w ら f する 屋 さい。 を々 よ 
ドイッ G 困內じ わいても、 彼らが 常に ss 蓋 曼爲 しつつ ぁつ ク」 とを 見て ぉ 
たの だ。 し tf は、 困 巧 じ わける こ®— を寞裡 じを 巧し、 十四 年間 じ 直る 權 
力 巧 得の 語を 12、 受？ Q 巧を 墓し ち •ト イッを 奈 をの 底から かひ 出さん と 
み 意した 時、 みは 寒ぶ もな 三 かの 至で みつち この 巧爭 がかた 西 難で ホつ を 

かは、 夕ふ晝 が 穿と 二ろ でろ ミ 僅かち 寡 負 C よ ミ 行ち 《小さな 運 巧 

ホら 一九 量 年 一月 一手 日の資 任 ぁるを 巧 お 成に 至る よでの 道 巧は、 ちじ 基 的な も 


が 


/ 


ので ホつ たから、 た < 巧の 巧 巧の みが その R 麵 じょつ てこれ を 可能なら しめる ことを 
得た の だ t ち へられる。 

今日み は、 世巧最 巧の 陸 巧、 最大のを 軍 及び 誇り ある おず をが 卒して ゐ る。 を じを 
の 巧 後、 余の 周 困と 一を おおせる 黨の ある ことを おつて ゐ る。 この 黨 と共に 余に 大を 
爲し 、黛は 余を 通じて 大を爲 したので ある。 余の 目前に 見る 敵は、 二十 年 巧 周知の 仇 
かで ある。 しかし 余の 前途に 巧は る 道は、 あ ホに わいて 蛙んで ホた 道程と 比較すべく 
もない。 ドィッ 國 民は、 今や、 をのを 存 のかを 的 巧 間に 立つ て ゐるこ t を 認識して ゐ • 3 
る。 な 百 萬 0 兵 ± は、 吳も西 難 じる お 件み 下に、 從 臘中餐 じを の 義務を を 巧して ゐ 
る。 义幾百 萬の ドィッ 裳 民 及び 巧が 若、 ホに 婦人たち は、 工場 じ 管 業 巧に 田 細に、 が 
々巧 じ 汗して 銳後 のために パ 7 を 作り、 戰 みのた めじは 武器を お 作して ゐ る。 更に 我 
困と 盟を 結べる も 0 は、 我々 t 等しき を 惱を抱 さ、 我々 tw じがを 持つ 強力 r * 圃 々で 
ある。 ァメブ 々の 大巧 領 とを の垄權 ま義 的徒孽 は、 巧々 を 持たざる 駐と 命名した。 こ 
れは 正しい。 しかし 持たざる を も 生きん t みする もので あり、 又を くるた めじ 僅かに 


巧 有して ゐる ものまで 持てる がい^^い f 」 いい、 かがが^ がが ピ^い い趴 
でかい。 

黨員 諸を！ 諸 まの 知らる る 如く、 みは 一度び 始め々 圃爭を 最後まで 成 巧 的に 巧 ひ 

拔 かん t する 斷ず たる 決意を 有する も わで ある。 諸君は 皆、 余が わくの 如き 圃爭じ 社 

いて 何事を も 恐れ 乎、 必要と あら ば 如何なる 抵抗を もがす る 意志を 有する ものなる こ 
とを かつて ゐ る。 

余は 諸君 じ對し 一九 一二 九 年 九月 一日の 巧 說じ& いて、 今次の 戰爭 にわいて は、 お 巧 
の 力 も 時 問の 力 も ド ィブを 屈服 甘し み 得ないで あ. らぅと 保を した。 余は 余の が こ教し 
て も保證 したい。 お 力 や 時間が 我々 を 屈服し 得ない ばかりで ホく、 何らの 內部的 疑惑 
も、 R 管に 義を をを 行 甘ん とする 巧々 を 巧 おせし々 得ない とい ふこと も。 もし 吾 入 こ 
して 載が じある 兵 ± の おお、 彼等の 巧サ ると ころに 思 ひを をすならば、 銳 化の 巧 巧の 
かきは をく 論 中る じ 足 b ない 空 少な もので ホる 〇し かし、 すで じ ぉ卜ょ 6 前の世 代 こ 
f ィブ 國 民の 存立と を大 さの ためじ 巧れ た 凡ゆる 人 ♦の數 をち ふるなら, 巧 こ 


こじ 初めてを ♦自身の 巧 肩に かかる ま ホの 大 なる を自覺 する であらう。 

しかしながら 誰か この 義 巧を 回避 せんとな する をが あるならば、 彼は 巧々 じを つて 
巧 民の 一員な bt 稱 する 權 利を 有しない。 が 力 巧得趴 かめの 固！^ いが；^ て 斬い 卽勢い 
ると ころな く 巧 乎た る 態度を 取つ て來た t 同樣 じ、 巧々 は 今、 わが ド イブ 趴民 が^が 
のた めの 圃爭じ わいても 些かの 苛 寅 もじく、 お然 たる 態度 じ 出る であいう。 かが 國が 
の 父たり 子た る 最良の 巧 子が 夕お戰 巧に 倒れて ゐる 時、 統後 じあつて 戰 綠が樓 巧を 水 

臀賢いかいい4い咖备繁、 |^1どいい：」いい和ジ：」いい沪？.いいい。 巧 "心 

くも ドイッ.— •哉 おを 臺な しにし、 な 府の椎 成を 站 め、 又 銃後の 働きを 妨害す る 試みが 
行は るる 限り、 如何なる 假 面を 被らう とも 同樣 であ こ。 罪 あるを はすべ て： 化 罪に おせ 
られ るで あらう。 たジ 異なる ところは、 戰豁 のを ± は最 商の 名を の 中に この お. 性を 拂 
ふじ 反し、 ぶ 春 ある 巧 巧を 水泡 じ爵 せしめん とする をは、 巧 辱の 中に 巧んで 巧く 助 じ 
ある 0 

巧々 のな は 巧 ひ 違 ひを しては なら 2。 有を 化 ホ ニ 千年の 長き に 互り、 ドイッ 民族が 


今 曰 括を 固に 一を 曲 おした こ t はを つて；；？ わつ たの だ。 神は この お 年 巧 巧々 に對 して 
大 r ♦る惠 みを 巧へ がふた。 我々 はかく も 偉大なる 民族の 一員た る こ t を 許しが ふた 拥 
の 巧 巧に おして、 頭を 垂れて 巧 謝せざる を轉 ない。 がら！ 巧々 は 今 ドィッ 民族の あ 
去ぶ び將巧 じを みて、 不 巧の ド ィプ お 上 じ 巧ら のぶを も 留め 得る の 巧 ホを 有する こと 
を 神 じぶ 巧す る もので ホる。 (ま) 
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